
広報たかさご

本庁舎3階西側
本庁舎2階東側

コミュニティ支援、消費相談
市民相談地域振興課

市民窓口室

市民部 本庁舎1階西側

住民票、戸籍、各種証明、マイナンバー交付市民窓口課

国民健康保険・後期高齢者医療制度の資格と
給付、各種福祉医療、国民年金国保年金課

保険年金室
国民健康保険・後期高齢者医療保険料の賦課、
収納賦課収納課

西庁舎1階
介護保険料の賦課、収納

介護保険の資格と給付、介護認定介護保険課

暮らしイキイキ　未来ワクワク　笑顔と思いやり育むまち高砂
～SDGｓで共に夢を描こう～

課・係の統廃合を行い、職員が大きな
組織の中で流動体制をとりながら

行政運営を行います｡

これまで　13部26室45課85係
これから　14部26室43課56係

（部 1増、課 2減、係29減)

変更した部署の主な業務内容・配置場所

本庁舎1階東側

市・県民税、固定資産税、軽自動車税課税課

税務室財務部

市税の納付、納付相談債権管理課

※　保健センター（健康増進課）は、新庁舎開庁に合わせ移転予定

保健センター 1階健康づくり、予防接種、地域保健医療健康増進課
健康文化室

健康こども部
本庁舎2階文化、スポーツ、多文化共生文化スポーツ課

西庁舎2階
児童手当、子育て相談、児童扶養手当、
ひとり親家庭相談子育て支援課

子育て支援室
保育所・認定こども園・幼稚園の入退園幼児保育課

西庁舎1階高齢者福祉、生活支援相談、民生委員、
社会福祉法人指導監査地域福祉課

人権福祉室

福祉部 西庁舎2階
西庁舎4階

人権推進
男女共同参画人権推進課

西庁舎1階
障害者手帳の交付、障害福祉サービス障がい福祉課

生活福祉室
生活保護、ホームレス生活福祉課

◇　
新
し
い
組
織
に
な
り
ま
す
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市民活動推進課くらしと文化室

健康文化部

市民課

健康市民室
国保医療課

（国保給付係、医療係）

国保医療課
（賦課収納係）

高年介護課
（介護保険係、介護認定係）地域福祉室福祉部

第５次高砂市総合計画スタート・
今秋開庁予定の新庁舎に合わせ、

４月から新しい組織になります４月から新しい組織になります

経営企画室　☎443－9007

主な変更点 これまでの部署

市民税課

税務室
財務部

資産税課

納税課

債権管理室

健康増進課健康市民室
健康文化部

文化スポーツ課くらしと文化室

子育て支援課
子育て支援室こども未来部

幼児保育課

障がい・地域福祉課
（地域福祉係）

地域福祉室
福祉部 高年介護課

（高年福祉係）

人権推進室

未来戦略推進室（男女共同参画）こども未来部

障がい・地域福祉課
（障がい者支援係）地域福祉室福祉部

生活福祉課

健康、文化・スポーツ、子育て
　健康増進課と文化スポーツ課を所掌する健康文
化室を新設します。また、妊娠期から子育て期ま
での母子保健と子育て施策を同一の部で行います。

福祉、人権
　福祉の幅広い諸課題の窓口として、地域福祉課
を新設します。

住民、国保、介護、自治会の窓口
　来庁者の利便性向上のために、窓口部門を集約
した市民部を設置します。

税の窓口
　室、課を統合し、課税に関する窓口、納付に関
する窓口を新設します。
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西庁舎3階

社会教育、青少年育成生涯学習課教育推進室

教育部 学校給食学校給食課
学校教育室

学校教育、学事保健、青少年センター学校教育課

変更した部署の主な業務内容・配置場所

本庁舎2階東側総合政策、広域行政、地方分権企画課
経営企画室

政策部

南庁舎3階行政情報化、地域情報化ICT推進課

本庁舎2階西側
西庁舎4階

広報広聴、移住定住、事業者との連携、
観光振興、ふるさと納税、成人式シティプロモーション室

本庁舎2階東側
本庁舎3階東側

公共施設の有効活用、公民連携、
施設の維持管理公共施設マネジメント室

新庁舎の開庁を控えており、大規模なレイアウト変更は行わないため、
ご不便をお掛けしますがご理解とご協力をお願いします。

本庁舎2階東側文書、統計、内部統制、
総合教育会議、情報公開総務課総務室

総務部

本庁舎2階西側秘書、褒章、表彰秘書室

第1上下水道庁舎
　1　～　2　階

水道料金、下水道使用料、下水道事業受益者
負担金、事業計画、契約、出納経営総務室

上下水道部

第2上下水道庁舎
　1　階

伊保浄化センター
高砂浄化センター
米田水源地

水道管・下水道管の設計、施工、監理管きょ課

技術管理室
浄化センター、ポンプ場の運転維持管理、上下
水道施設の建設事業、水源地の運転維持管理施設課

第2上下水道庁舎
　2　階

河川事業、総合治水の推進、港湾関係機関調
整、土地改良事業、ため池・水路と農業用施
設の整備、維持管理

治水対策課

本庁舎3階東側

交通安全、市営住宅、道路・水路・河川の使用土木総務課
土木建設室

都市創造部
道路、公園の設計、施工、監理、維持管理道路公園課

都市計画、緑化、公共交通、開発指導都市政策課
都市住宅室

建築物の指導、住宅、空き家対策建築住宅課
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主な変更点 これまでの部署

未来戦略推進室（青少年育成、青少年センター）こども未来部

学務課（学事保健係・給食係）
学校教育室教育部

学校教育課

教育、青少年
　青少年育成関連事務は、生涯学習課が行います。
　学校給食課を新設します。青少年センターを学
校教育課におきます。

行政委員会事務局の職員兼務
　選挙管理委員会事務局職員は総務部総務室総務課職員、
農業委員会事務局職員は生活環境部環境経済室産業振興課職員が兼務します。

総務課
（法制、文書、統計）総務室

企画総務部 秘書広報広聴室（情報公開）

秘書広報広聴室（秘書）

総務
　総務部において、法制、文書管理、情報公開、
内部統制の強化を図ります。

政策
　市の施策や魅力発信、移住・定住促進、観光な
どを行うシティプロモーション室を新設します。
　また、公共施設を有効活用するため、公共施設
マネジメント室を新設します。

道路、公園、都市計画、住宅
　都市創造部に名称変更し、住宅施策、交通施策、
駅前整備など住環境整備を行う組織として、都市
住宅室を設置します。

管理課
土木管理室

まちづくり部
建設課

都市政策課
まちづくり推進室

建築指導課

総務課
経営総務室

上下水道部

経営課

管きょ課

技術管理室 下水道施設課

浄水課

治水計画課
治水対策室

治水事業課

上下水道、治水対策
　組織をスリム化し、河川、雨水管きょ、水路、
ため池などの治水対策を上下水道部で一体的に行
います。

経営企画室（政策、行政経営）

企画総務部 情報政策課総務室

秘書広報広聴室（広報広聴）

未来戦略推進室（移住定住）こども未来部

産業振興課（観光）環境経済室生活環境部

経営企画室（公共施設）
企画総務部

総務課（庁舎管理）総務室

建築指導課（営繕）まちづくり推進室まちづくり部
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【令和 4年度末】

流域対策

減災対策

　河川下水道対策
　 (中期対策）
・河川改修
・ポンプ新増設
・雨水管きょ整備
　　　　　　など

総
合
治
水
と
は

総
合
治
水
推
進
計
画

計
画
の
目
標

【平成23年度】

河川下水道対策

流域対策

減災対策

【平成29年度末】

 河川下水道対策
　 (短期対策）
・河川改修
・ポンプ新増設
・雨水管きょ整備
　　　　　　など

流域対策

減災対策

完了 実施中

水害に強い
まちづくり

床下浸水解消

床上浸水解消

　

水
害
リ
ス
ク
に
対
し
、
河
川
や

下
水
道
の
整
備
（
河
川
下
水
道
対

策
）だ
け
で
は
な
く
、た
め
池
な
ど

に
雨
水
を
貯
め
た
り（
流
域
対
策
）、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
危
険
情
報

を
把
握
し
た
り
す
る（
減
災
対
策
）

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み

を
「
総
合
治
水
」
と
い
い
ま
す
。

河
川
下
水
道
対
策
（
な
が
す
）

　

降
っ
た
雨
を
早
く
安
全
に
流
す

た
め
に
、
河
川
や
下
水
道
の
ハ
ー

ド
整
備
を
実
施
す
る
こ
と

流
域
対
策
（
た
め
る
）

　

河
川
や
下
水
道
に
流
れ
込
む
雨

水
の
流
出
量
を
減
ら
す
た
め
、
た

め
池
な
ど
を
活
用
し
て
、
雨
水
を

貯
留
・
浸
透
さ
せ
る
こ
と

減
災
対
策
（
そ
な
え
る
）

　

命
や
財
産
を
守
る
た
め
、自
助
・

共
助
・
公
助
を
連
携
し
て
水
害
リ

ス
ク
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
す
る

こ
と

流
域
対
策
・
減
災
対
策

目　

標

◇
河
川
下
水
道
対
策
の
段
階
整
備

途
中
の
水
害
リ
ス
ク
を
軽
減
さ

せ
る

◇
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
外
力

か
ら
命
を
守
り
、
壊
滅
的
な
被

害
を
回
避
す
る

　

高
砂
市
で
は
、
平
成
23
年
9
月

台
風
第
12
号
の
水
害
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
市
役
所
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
一
丸

と
な
っ
て
総
合
治
水
を
推
進
す
る

た
め
、
取
り
組
む
べ
き
河
川
下
水

道
対
策
、
流
域
対
策
、
減
災
対
策

を
取
り
ま
と
め
た
「
高
砂
市
総
合

治
水
推
進
計
画
」
を
平
成
27
年
に

策
定
し
ま
し
た
。

防災学習(出前講座)など 河川・下水道の整備など

ため池などによる雨水の貯留など

そなえる ながす

ためる

治
水
計
画
課

☎
4
4
3
・
9
0
3
6

推
進
計
画

推
進
計
画
を
見
直
し
ま
し
た

総
合
治
水

河
川
下
水
道
対
策

目　

標　

平
成
23
年
台
風
12
号
と

同
程
度
の
雨
に
対
し
て
浸
水
し

な
い
よ
う
に
す
る

①
短
期
対
策

　

床
上
浸
水
の
解
消

　
（
〜
平
成
29
年
度
）
完
了

②
中
期
対
策

　

床
下
浸
水
の
解
消

　
（
〜
令
和
4
年
度
）
実
施
中

③
長
期
対
策

　

さ
ら
な
る
浸
水
の
解
消

　
（
中
期
対
策
完
了
後
〜
）

流域対策流域対策
ためるためるためる

河川河川
下水道対策下水道対策
ながすながすながす

減災対策減災対策
そなえるそなえるそなえる

市民市民
市市

事業者事業者
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高
砂
市
総
合
治
水

　
　
　

推
進
計
画
の
見
直
し

地
域
全
体
で

　
　
　

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

今
後
の
主
な
取
り
組
み

　

気
候
変
動
に
よ
る
水
害
リ
ス
ク

の
高
ま
り
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
、
計
画
を

見
直
し
ま
し
た
。

計
画
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

◇
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
実
績
を

分
か
り
や
す
く
整
理
し
ま
し
た

◇
新
た
な
取
り
組
み
を
追
加
し
ま

し
た

◇
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
方
向
性
や

内
容
を
よ
り
明
確
に
し
ま
し
た

　

近
年
、
毎
年
各
地
で
甚
大
な
水

害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
海
や
川

に
面
し
た
高
砂
市
も
、
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
一
度
、
一
人
ひ
と
り
が
「
総

合
治
水
」
の
大
切
さ
を
知
り
、
地

域
全
体
で
被
害
を
な
く
す
・
減
ら

す
た
め
、
一
丸
と
な
っ
て
「
総
合

治
水
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

河
川
下
水
道
対
策
（
な
が
す
）

◇
松
村
川
防
潮
水
門
・
排
水
機
場

の
建
設

　
（
令
和
5
年
度
完
成
予
定
）

◇
松
村
川
改
修
（
曽
根
33
号
橋
架

替
な
ど
）
（
〜
令
和
7
年
度
）

◇
間
の
川
ポ
ン
プ
場
の
増
設

　
（
毎
秒
6.5
㎥
↓
13
・
0
㎥
）

　
（
令
和
2
年
度
完
成
予
定
）

◇
間
の
川
雨
水
幹
線（
延
長
457
m
）

　
（
令
和
4
〜
9
年
度
）

流
域
対
策
（
た
め
る
）

◇
た
め
池
の
治
水
活
用
・
保
全

　

堤
防
拡
幅
な
ど

　

弟お
と

池い
け（

令
和
元
〜
4
年
度
予
定
）

　

青あ
お

池い
け（

令
和
6
〜
12
年
度
予
定
）

◇
公
共
・
公
益
施
設
で
の
雨
水
貯
留

　

新
庁
舎
（
令
和
3
年
度
完
成
予

定
）、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）（
令
和
5
年
度
完
成
予
定
）

◇
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
普
及
促
進

　
（
助
成
制
度
の
継
続
・
広
報
）

減
災
対
策
（
そ
な
え
る
）

◇
事
業
者
な
ど
と
の
災
害
時
応
援

協
定
の
締
結
（
連
携
強
化
）

◇
自
主
防
災
組
織
の
結
成
推
進

　

市
内
全
125
自
治
会
で
の
組
織
化

◇
想
定
最
大
規
模
の
降
雨
な
ど
に

対
応
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

配
布
・
周
知

◇
「
マ
イ
避
難
カ
ー
ド
」
の
作
成

推
進

◇
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
（
令
和
3
年
度
完
成
予
定
）

　

弟お
と

池い
け

（
阿
弥
陀
町
）
で
は
堤
防

を
強
化
す
る
な
ど
の
耐
震
化
工
事

が
兵
庫
県
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
令
和
4
年
度
の
工
事
完
成

を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
3
年
2

月
2
日
に
は
、
た
め
池
管
理
者
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
工
事
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
9
月
23
日
に

は
、
阿
弥
陀
新し

ん

池い
け

、
竿さ

お

池い
け

、
皿さ

ら

池い
け

、

惣そ
う

毛け

池い
け

（
い
ず
れ
も
阿
弥
陀
町
）
、

北
脇
新
池
（
北
脇
町
）
の
5
つ
の

た
め
池
が
東
播
磨
地
域
で
は
初
め

て
兵
庫
県
総
合
治
水
条
例
に
定
め

る
「
指
定
貯
水
施
設
」
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
「
指
定
貯
水
施
設
」

と
な
っ
た
た
め
池
で
は
、
水
利
組

合
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
大

雨
の
季
節
（
9
月
〜
10
月
）
に
た

め
池
の
水
位
を
あ
ら
か
じ
め
下
げ
、

降
っ
た
雨
水
を
た
め
る
「
治
水
活

用
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

松村川河川改修

推
進
計
画

総
合
治
水

雨水貯留タンク

耐震化工事見学会

指定貯水施設指定書謹呈式

自主防災組織の結成推進
市内全125自治会での組織化

85

令和 2年
時点 目標

自治会

125

自治会

〜
た
め
池（
た
め
る
対
策
）の

　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ピ
ッ
ク
ス
〜

流域対策
ためるためる

河川
下水道対策
ながすながす

減災対策
そなえるそなえる

市民
市

事業者

◇　
総
合
治
水　
　
　
　
　

推
進
計
画
の
見
直
し



広報たかさご

と　

き　

月
・
火
・
木

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

各
6
組

内　

容

◇
月
曜
日

　

8
日　

ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

　

15
日　

バ
ス
タ
オ
ル
で
遊
ぼ
う

　

22
日　

わ
ら
べ
う
た
で
遊
ぼ
う

子育て支援センター

　　　　　　　の催し

申込方法
電話で子育て支援センター

☎442－2242まで

つ
ど
い
の
広
場

　
　
　

3
月
の
親
子
遊
び

北部子育て

　支援センターの催し

申込方法
電話で北部子育て支援センター

☎433－8866まで

と　

き　

水
・
金

　
　
　
　

10
時
〜
11
時　
　

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

各
6
組

内　

容

◇
水
曜
日

　

3
日　

ひ
な
祭
り
で
遊
ぼ
う

つ
ど
い
の
広
場

　
　
　

3
月
の
親
子
遊
び

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
話

テ
ー
マ　

就
園
前
に
何
が
で
き
る

と
い
い
の
？

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

10
組

申
込
期
間　

3
月
3
日
㈬
〜
9
日
㈫

と　

き　

3
月
12
日
㈮

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
♪
つ
ど
い

と　

き　

3
月
17
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン

タ
ー

対　

象　

3
月
生
ま
れ
の
就
園
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

6
組

持
ち
物　

お
茶

申
込
日　

3
月
8
日
㈪
・
9
日
㈫

3
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

と　

き　

3
月
16
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン

タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者　

定　

員　

6
組

持
ち
物　

お
茶

申
込
期
間　

3
月
8
日
㈪
〜
12
日
㈮

マ
マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
遊
ぼ
う

と
こ
ろ　

曽
根
公
民
館

内　

容　

小
さ
な
春
で
遊
ぼ
う

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

6
組　
 

持
ち
物　

お
茶

申
込
期
間　

3
月
4
日
㈭
〜
8
日
㈪

と　

き　

3
月
11
日
㈭

子
育
て
講
座

　

10
時
30
分
と
14
時
30
分
に
親
子

遊
び
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

3
月
10
日
㈬

　

10
時
〜
11
時
、
14
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン

タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね
1
歳
3
カ
月

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

各
6
組

申
込
期
間　

3
月
4
日
㈭
〜
6
日
㈯

◇
火
曜
日　

　

2
日　

ひ
な
祭
り
で
遊
ぼ
う

　

9
日　

集
ま
れ
！
1
歳
児

　

23
日　

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

◇
木
曜
日

　

4
日　

2
歳
か
ら
の
集
い

　

18
日　
お
買
い
物
ご
っ
こ
を
し
よ
う

　

25
日　

お
話
し
大
好
き

赤
ち
ゃ
ん
の
日

と　

き　

3
月
15
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

6
組

持
ち
物　

お
茶

申
込
日　

3
月
8
日
㈪

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

　

10
日　

子
育
て
ホ
ッ
ト
タ
イ
ム

　

17
日　

赤
ち
ゃ
ん
わ
ら
べ
う
た

　

24
日　

フ
ー
プ
で
遊
ぼ
う

◇
金
曜
日

　

5
日　

集
ま
れ
！
1
歳
児

　

12
日　

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

　

19
日　

2
歳
か
ら
の
集
い

と　

き　

3
月
8
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

内　

容　

運
動
遊
び

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定　

員　

6
組

持
ち
物　

お
茶

申
込
日　

3
月
3
日
㈬
・
4
日
㈭

わ
く
わ
く
パ
ー
ク

子
育
て
支
援
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

の
び
の
び

　

す
こ
や
か

の
び
の
び

　

す
こ
や
か

の
び
の
び

　

す
こ
や
か

令和⚓年⚓月⚑日発行　№⚙⚑⚒

子育て支援課
☎443－9024

ファミサポ入会説明会

申込方法
電話でファミリーサポートセンター

☎442－0555まで

◇
読
み
聞
か
せ

　

18
日
㈭　

10
時
〜
11
時

◇
お
は
な
し
会

　

22
日
㈪　

10
時
〜
11
時

定　

員　

各
6
組

3
月
の
お
は
な
し
ル
ー
ム

と　

き　

3
月
23
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

対　

象　

初
参
加
の
3
〜
12
カ
月

の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

6
組 

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル　

お
茶

申
込
日　

3
月
16
日
㈫

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

見
直
し
の
内
容

　

こ
れ
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
障
害
基
礎

年
金
の
本
体
部
分
と
子
の
加
算
部

分
の
合
計
額
が
児
童
扶
養
手
当
の

額
を
上
回
る
場
合
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

令
和
3
年
3
月
以
降
は
、
児
童

扶
養
手
当
の
額
が
障
害
基
礎
年
金

の
子
の
加
算
部
分
の
額
を
上
回
る

場
合
、
そ
の
差
額
分
を
児
童
扶
養

手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

と　

き　

3
月
13
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ
ン

タ
ー

受
給
に
は
児
童
扶
養
手
当
の

申
請
が
必
要
で
す

　

令
和
3
年
3
月
1
日
時
点
で
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
は
、

令
和
3
年
6
月
30
日
ま
で
に
申
請

す
れ
ば
、
令
和
3
年
3
月
分
の
手

当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

◇
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し
て

い
な
か
っ
た

◇
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
要
件
を
満
し
て
い
る

※　

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
の
申

請
を
し
て
い
る
人
は
、
今
回
の

改
正
に
伴
う
新
た
な
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
額
に
変
更
が
あ

っ
た
人
に
は
、
郵
送
で
通
知
を

行
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

18
歳
未
満
の
児
童
（
18
歳
に
達

す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
）
を
養
育
し
て
い
る
次
の
人

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◇
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母

と
生
計
が
同
一
で
な
い
人

◇
父
ま
た
は
母
が
死
亡
か
重
度
障

が
い
の
人

※　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、子
育
て
支
援

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象　

子
育
て
の
援
助
を
受
け

た
い
人
（
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
、
お
お
む
ね
生
後
6
カ
月

か
ら
小
学
6
年
生
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
人
）

定　

員　

15
人

託　

児　

5
人
（
要
予
約
）

※　

6
カ
月
以
上
の
子
ど
も

し
め
切
り　

3
月
11
日
㈭

 3 月 8 日㈪・22日㈪　13時～15時30分
※　要予約（定員 3人）

子育て支援室の相談窓口

ひとり親家庭相談

相談名 内　容 と　き ところ 問合先
仕事や資格、生活のさまざ
まな悩みごとの相談

月～金曜日　 9時～17時
※　夜間相談(要予約)　17時～19時

西庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎443－9024

家庭環境や子育ての相談 月～金曜日　 9時～17時 西庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎442－2260

臨床心理士による個別相談 西庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎442－2260

保育施設利用に関する相談や
一時預かりなどの情報提供

月～金曜日
　9時～12時、13時～17時

西庁舎 2階
幼児保育課

幼児保育課
☎443－9025

こどもホットライン

子育て相談

保育施設利用者
支援相談
◇児童虐待防止24時間ホットライン（中央こども家庭センター内）　☎078－921－9119

児童扶養手当と

障害基礎年金の

併給見直し

改正前

改正後

障害基礎年金

本体部分

本体部分

子の加算部分

子の加算部分

障害基礎年金の合計額が児童扶養手当の額を
　　　　　　　　上回る場合、全額支給停止

児童扶養手当

全額
支給停止

障害基礎年金

児童扶養手当の額が障害基礎年金の子の加算額を
　　　　　　　　　　　上回る場合、差額を支給

児童扶養手当

差額を支給

支給停止

の
び
の
び

　

す
こ
や
か

◇　
子
育
て
支
援
室
か
ら
の

　
　　
　
　
　
　

お
知
ら
せ



広報たかさご

東
播
臨
海
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
推
進
室　

☎
4
4
8
・
8
7
6
6

東
播
臨
海
広
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
は

　

現
在
、
高
砂
市
で
は
東
播
2
市

2
町
（
高
砂
市
、
加
古
川
市
、
稲

美
町
、
播
磨
町
）
の
ご
み
を
処
理

す
る
「
東
播
臨
海
広
域
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
エ
コ
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
は
り
ま
】

　

エ
コ
は
「
省
エ
ネ
」
「
環
境
に

良
い
」、
ク
リ
ー
ン
は
「
清
潔
」、

ピ
ア
は
「
仲
間
」
を
表
し
、「
播
磨

地
域
の
力
を
合
わ
せ
て
、
未
来
へ

ク
リ
ー
ン
な
空
気
を
」
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

11
月
か
ら
、

　

東
播
臨
海
広
域
ク
リ
ー
ン

　
　
　

セ
ン
タ
ー
の
試
運
転
を

　
　
　
　
　
　
　

開
始
し
ま
す
！

　

令
和
4
年
4
月
か
ら
の
東
播
臨

海
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
本

格
稼
働
に
先
立
ち
、
11
月
か
ら
下

記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
試
運
転
を

行
い
ま
す
。

　

試
運
転
に
伴
い
、
収
集
ご
み
の

搬
入
先
や
、
自
己
搬
入
ご
み
の
受

け
入
れ
先
が
変
わ
り
ま
す
。

収
集
ご
み
の
搬
入
先
と

　

自
己
搬
入
ご
み
の
受
け
入
れ
先

　

可
燃
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
ご
み
の
搬

入
を
11
月
か
ら
、
自
己
搬
入
ご
み

の
受
け
入
れ
を
令
和
4
年
2
月
か

ら
開
始
し
ま
す
。

　

不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
で

は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
ご

み
の
搬
入
を
令
和
4
年
1
月
か
ら
、

自
己
搬
入
ご
み
の
受
け
入
れ
を
令

和
4
年
2
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
ご
み
処
理
に
お

い
て
、
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
利

用
や
ご
み
発
電
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
進
め
、
環

境
負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
2
市
2
町
の
住
民
の
皆
さ
ん

へ
の
環
境
学
習
の
場
の
提
供
な
ど
、

循
環
型
社
会
形
成
の
一
翼
を
担
い

ま
す
。

東
播
臨
海
広
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が

「
エ
コ
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
は
り
ま
」

に
決
定
！

　

令
和
2
年
10
月
〜
11
月
に
募
集

し
た
愛
称
524
点
の
中
か
ら
、
高
砂

市
の
谷　

桜
佳
さ
ん
の
作
品
が
最

優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
、
東
播
臨
海

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と
う

東播臨海広域クリーンセンター本格稼働までのスケジュール

令和 3年

11月

試運転期間

ごみステーション収集ごみ
（家庭系ごみ）

許可業者収集ごみ
（事業系ごみ）

可燃ごみ
処理施設

不燃・粗大ごみ
処理施設

自己搬入ごみ
（家庭系ごみ・事業系ごみ）

ごみステーション収集ごみ
（家庭系ごみ）

許可業者収集ごみ
（事業系ごみ）

自己搬入ごみ
（家庭系ごみ・事業系ごみ）

本格稼働

12月  1 月  2 月  3 月  4 月～

令和 4年

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

美

令和⚓年⚓月⚑日発行　№⚙⚑⚒

◇　
美
化
セ
ン
タ
ồ
か
ら
の

　
　　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

2
0
2
1
年
度
版
ご
み
収
集
日
程
表
、

　
　
　
　
　
　

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の
配
布

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

計
画
管
理
課　

☎
4
4
8
・
5
2
6
0

　

2
0
2
1
年
度
版
の
「
ご
み
収

集
日
程
表
」
と
「
家
庭
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
」
は
、
地
域
の
自

治
会
の
協
力
に
よ
り
、
3
月
中
に

各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
を
確
認
し
、

指
定
の
収
集
日
に
合
わ
せ
て
ご
み

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ご
み
収
集
日
程
表
は
、
3
月

1
日
㈪
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
受

付
、各
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・

　

1
月
13
日
〜
15
日
に
実
施
し
た

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、867
点
400
・
5

㎏
の
食
品
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
寄
付
い
た
だ
い
た
食
品
は
、

高
砂
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ

て
福
祉
団
体
や
子
ど
も
食
堂
な
ど

に
提
供
し
ま
し
た
。

　

食
品
ロ
ス
の
削
減
と
食
糧
支
援

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
コ
ー
ナ
ー
で
も
配
布
し
ま

す
。

令
和
4
年
2
月
1
日
か
ら
、

　

ご
み
の
自
己
搬
入
先
、
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
変
わ
り
ま
す
！

計
画
管
理
課　

☎
4
4
8
・
5
2
6
0

　

東
播
臨
海
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
試
運
転
に
伴
い
、
令
和
4

年
2
月
1
日
か
ら
、
ご
み
の
自
己

搬
入
先
が
東
播
臨
海
広
域
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
4
年
2
月
1
日
か

ら
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご

み
の
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
「
燃
や
す

ご
み
」
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
に

変
更
し
、
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
も
一
部
変
更
し
ま
す
。

　

令
和
4
年
2
月
1
日
以
降
の
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
な
ど
詳
し

く
は
、
3
月
に
配
布
す
る
2
0
2

1
年
度
版
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
の
16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ご
み
の
自
己
搬
入
先
の
変
更

　

令
和
4
年
1
月
31
日
ま
で
は
、

燃
え
る
ご
み
は
加
古
川
市
新
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
、
燃
え
な
い
ご

み
・
粗
大
ご
み
は
加
古
川
市
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
、
少
量
の
家

庭
系
ご
み
は
高
砂
市
最
終
処
分
場

に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
4
年
2
月
1
日
以
降
は
、

い
ず
れ
の
ご
み
も
東
播
臨
海
広
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
変
更

　

令
和
4
年
2
月
1
日
か
ら
、
せ

ん
定
枝
や
竹
、
材
木
、
ふ
と
ん
な

ど
の
敷
物
類
な
ど
を
出
す
と
き
の

分
別
の
し
か
た
や
大
き
さ
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

※　

令
和
4
年
2
月
1
日
以
降
の

新
し
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
を
記
載
し
た
「
2
0
2
2
年

度
版
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
と
「
2
0
2
2
年
度
版

ご
み
収
集
日
程
表
」
を
11
月
か

ら
12
月
頃
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。

令和 4年 1月31日まで 令和 4年 2月 1日から

令和 4年 1月31日まで 令和 4年 2月 1日から

燃えるごみ

せん定枝､竹

加古川市新クリーンセンター

加古川市リサイクルセンター 東播臨海広域クリーン
センター

高砂市最終処分場内
「家庭ごみ中継所」

燃えないごみ・
粗大ごみ

少量の
家庭系ごみ

※　処理手数料も変更になります。詳しくは、2021年度版家庭ごみの分け方・出
　し方16ページをご覧ください。

※　詳しくは、2021年度版家庭ごみの分け方・出し方16ページを
　ご覧ください。

ごみの分け方・出し方の変更の一例

【燃えるごみ】
長さ50㎝以内、一本の
幹の太さ3㎝以内、一
束30㎝以内にする

【燃やすごみ】
長さ50㎝以内、一本の
幹の太さ20㎝以内、一
束30㎝以内にする
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け
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じ
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け
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信

　

「
あ
け
ぼ
の
」

　

「
あ
け
ぼ
の
」

人
権
推
進
室　

☎
4
4
3
・
9
0
6
0

第
1
7
1
7
9
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企
業
部
会
人
権
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
砂
市
人
権
教
育
協
議
会
企
業
部
会

は
な
れ
て
い
て
も
楽
し
い
ね
！

　
　
　
　

〜
つ
な
が
る
心
を
大
切
に
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
筋
こ
ど
も
園

い
う
こ
と
を
分
か
り
始
め
た
よ

う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
離
れ
て
い
て

も
心
の
距
離
を
近
付
け
、
つ
な

が
り
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を

育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

手
作
り
飛
沫
防
止
ガ
ー
ド
で

楽
し
く
食
事

　

子
ど
も
た
ち
の
食
事
中
の
感

染
予
防
と
し
て
、
机
の
上
に
置

く
飛
沫
防
止
ガ
ー
ド
を
作
り
ま

し
た
。

　

透
明
な
板
を
使
用
し
て
い
る

の
で
、
飛
沫
防
止
ガ
ー
ド
越
し

で
も
友
達
の
顔
を
見
な
が
ら
楽

し
く
食
事
が
で
き
ま
す
。

　

中
筋
こ
ど
も
園
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
子
ど
も
た
ち
が
孤
立

感
を
持
つ
こ
と
な
く
、
温
か
い

つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
園
生
活
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
感
染
症
対
策
に
十

分
留
意
し
た
生
活
や
遊
び
を
工

夫
し
て
い
ま
す
。

離
れ
て
遊
ん
で
い
て
も

心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　

戸
外
遊
び
で
は
、
お
店
屋
さ

ん
ご
っ
こ
や
色
水
遊
び
な
ど
各

遊
び
場
の
間
隔
を
空
け
つ
つ
、

互
い
の
様
子
が
見
え
る
よ
う
な

環
境
を
工
夫
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
環
境
の
変

化
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
「
相

手
を
大
切
に
思
う
か
ら
距
離
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

中
筋
こ
ど
も
園
オ
リ
ジ
ナ
ル

手
洗
い
歌
を
作
り
ま
し
た

　

子
ど
も
た
ち
に
な
じ
み
の
あ

る
童
謡
「
き
ら
き
ら
星
」
の
替

え
歌
で
、
手
洗
い
歌
を
作
り
ま

し
た
。

　

今
で
は
こ
の
歌
が
す
っ
か
り

身
に
付
き
、
手
洗
い
場
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
歌
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
感
染
予

防
の
た
め
の
手
洗
い
も
、
友
達

と
気
持
ち
を
合
わ
せ
て
歌
え
る

楽
し
い
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
教
育
協
議
会
企
業
部
会

で
は
、
毎
年
2
回
、
人
権
研
修

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
11
月
19
日
に
は
、

文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
で
人
権
教

育
協
議
会
と
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
が
「
企
業
部
会
人
権
研

修
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

1
部
「
明
る
い
職
場
づ
く
り
」

　

1
部
の
研
究
発
表
で
は
、
コ

ベ
ル
コ
科
研
㈱
の
石
川
政
澄
さ

ん
に
よ
る
、
人
権
を
大
切
に
し

た
自
社
の
取
り
組
み
「
明
る
い

職
場
づ
く
り
」
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
は
、
少
子
高
齢
化

で
労
働
人
口
が
減
っ
て
い
く
中

の
重
要
な
経
営
課
題
と
し
て
、

「
人
材
の
確
保
と
定
着
」
を
挙

げ
、
課
題
解
決
に
向
け
た
自
社

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
と
し
て
の
「
生

産
性
向
上
」
と
社
員
の
「
働
き

が
い
・
働
き
や
す
さ
の
向
上
」

の
両
立
を
め
ざ
し
、
明
る
い
職

場
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、

就
労
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

2
部「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

　
　
　
の
重
要
性
と
男
女
格
差
」

　

2
部
の
講
演
で
は
、
㈱
神
戸

新
聞
社
の
冨
居
雅
人
さ
ん
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お

け
る
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

の
重
要
性
と
、
日
本
の
男
女
格

差
の
現
状
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と

は
、
正
し
い
情
報
を
収
集
し
、

自
身
に
取
り
込
ん
で
、
活
用
・

発
信
で
き
る
力
の
こ
と
で
す
。

　

冨
居
さ
ん
は
、
真
偽
不
確
か

な
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
代
に
お

い
て
、
正
し
い
情
報
を
収
集
し

て
活
用
で
き
る
力
が
重
要
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ

る
こ
と
だ
け
に
接
す
る
「
情
報

の
偏
食
」
に
気
を
付
け
、
関
心

の
幅
を
広
げ
て
多
様
な
視
点
を

持
つ
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い

と
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冨
居
さ
ん
は
日
本
の

男
女
格
差
が
先
進
国
で
最
低
レ

ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
法

整
備
は
さ
れ
て
い
て
も
、
実
行

力
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う

現
状
を
訴
え
ま
し
た
。
女
性
が

生
き
や
す
い
社
会
は
男
性
も
生

き
や
す
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
身

近
な
環
境
か
ら
、
多
様
性
の
あ

る
社
会
の
在
り
方
を
意
識
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
話
し
ま
し
た
。

中筋こども園オリジナル手洗い歌

“おねがい　はじめましょ
かめさん　ゴシゴシ”

“おやまで　キュッキュッキュッ
おおかみ　ガリガリ”

“バイクで　クルクル
とけいで　おしまい”

戸外遊びの様子

令和⚓年⚓月⚑日発行　№⚙⚑⚒
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け
ん
通
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け
ぼ
の
Ứ

じ
ん
け
ん
通
信

　

「
あ
け
ぼ
の
」

第
1
7
9
号

そ
だ
て
よ
う

　
　

〜
た
ね
ま
き
か
ら
し
ゅ
う
か
く
ま
で
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
保
小
学
校

誰
も
が
実
践
で
き
る「
新
し
い
生
活
様
式
」を
表
す

　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
山
中
学
校

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
が
感
じ

ら
れ
る
10
月
中
旬
、
伊
保
小
学

校
で
は
2
年
生
が
カ
ブ
の
種
ま

き
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
種
の
小
さ

さ
に
驚
き
、
ど
う
や
っ
て
大
き

い
カ
ブ
が
で
き
る
の
か
不
思
議

に
思
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
種
を
植
え
て
か
ら

発
芽
す
る
ま
で
の
期
間
や
、
芽

の
形
・
色
、
カ
ブ
の
形
な
ど
を

み
ん
な
で
予
想
し
て
み
ま
し
た
。

観
察
と
気
づ
き

　

種
を
植
え
て
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
毎
日
積
極
的
に
観
察
や

世
話
を
し
ま
し
た
。
日
々
の
観

察
の
中
で
、
葉
の
形
が
2
種
類

あ
る
こ
と
、
葉
を
触
る
と
さ
ら

さ
ら
し
て
い
る
こ
と
、
葉
が
生

い
茂
り
、
茎
が
だ
ん
だ
ん
太
く

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
葉
っ
ぱ
を
食
べ
る
虫

を
除
け
な
い
と
う
ま
く
育
た
な

い
こ
と
、
水
や
り
を
毎
日
し
な

い
と
元
気
に
育
た
な
い
こ
と
な

ど
の
気
付
き
も
あ
り
ま
し
た
。

カ
ブ
の
収
穫　
　
　
　
　
　
　

　

種
を
植
え
て
1
カ
月
半
後
、

つ
い
に
収
穫
の
時
で
す
。
収
穫

す
る
の
が
楽
し
い
と
い
う
子
も

い
れ
ば
、
緊
張
し
て
う
ま
く
カ

ブ
を
抜
け
な
い
子
も
い
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
カ
ブ
を
持
ち
帰
っ

て
各
家
庭
で
食
べ
る
と
、
「
自

分
で
育
て
た
カ
ブ
だ
か
ら
お
い

し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
野
菜
を
育
て
る

楽
し
さ
や
難
し
さ
、
カ
ブ
に
対

し
て
の
愛
情
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
よ
り
達
成
感
を
感
じ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
カ
ブ
の
栽

培
を
通
し
て
、
世
話
を
す
る
楽

し
さ
や
難
し
さ
を
経
験
し
ま
し

た
。
ま
た
、
野
菜
に
も
生
命
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
命
を
大

切
に
す
る
心
を
育
み
ま
し
た
。

【
児
童
の
感
想
】

◇
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
し
ょ
く

ぶ
つ
や
生
き
も
の
を
そ
だ
て

た
い
で
す
。

◇
大
き
く
そ
だ
つ
ま
で
は
時
間

が
か
か
る
け
ど
、
食
べ
た
ら

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

◇
お
せ
わ
を
す
る
こ
と
は
、
む

ず
か
し
い
し
大
へ
ん
で
し
た
。

◇
水
や
り
が
大
へ
ん
だ
っ
た
け

ど
、
カ
ブ
が
大
き
く
な
っ
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

竜
山
中
学
校
で
は
、
生
徒
間

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
予
防
対
策
に
意
識
の
差
が

あ
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
常
生
活
の
感
染

予
防
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

し
て
、
2
年
生
の
総
合
学
習
の

時
間
に
、
厚
生
労
働
省
の
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
例
を

も
と
に
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
作

成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
と
は
、
情
報

が
誰
に
で
も
伝
わ
る
よ
う
に
、

文
字
を
使
わ
ず
２
色
で
表
す
こ

と
を
基
本
と
す
る
絵
文
字
の
こ

と
で
す
。

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
つ
く
ろ
う

　

ま
ず
、
日
常
生
活
の
各
場
面

で
、
自
分
の
伝
え
た
い
新
し
い

生
活
様
式
を
ど
の
よ
う
に
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
で
表
現
す
る
か
構
想

を
練
り
ま
し
た
。

　

言
葉
を
使
わ
ず
に
伝
え
た
い

こ
と
を
表
す
の
は
難
し
く
、
生

徒
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
人
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え

な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
通
し
て

　

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て

「
言
葉
を
使
わ
ず
伝
え
る
の
は
難

し
い
け
ど
、
そ
の
分
言
葉
の
伝

わ
ら
な
い
た
く
さ
ん
の
人
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
」
と
、

自
己
と
他
者
の
生
命
と
人
権
を

尊
重
し
よ
う
と
い
う
意
識
の
高

ま
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

完
成
作
品
を
教
室
に
掲
示
す

る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
、
日

常
生
活
を
営
む
上
で
の
基
本
的

か
つ
必
要
な
生
活
様
式
に
つ
い

て
の
知
識
を
理
解
し
、
実
践
し

て
い
こ
う
と
思
っ
た
よ
う
で
す
。

【
生
徒
の
感
想
】

◇
自
分
が
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
作

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
人

に
も
伝
わ
る
よ
う
に
と
、
他

人
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

◇
簡
単
な
絵
で
い
ろ
ん
な
人
に

伝
わ
る
の
は
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
平
等
だ
し
、
分

か
り
や
す
い
か
ら
使
い
や
す

い
と
思
い
ま
す
。

◇
世
界
中
、
男
女
、
高
齢
者
か

ら
子
ど
も
ま
で
の
人
に
伝
わ

る
よ
う
に
描
く
た
め
に
が
ん

ば
り
ま
し
た
。

◇
自
分
た
ち
の
今
の
生
活
を
も

っ
と
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

観察の様子

ピクトグラム作成の様子

収穫の様子

作成したピクトグラム
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付
加
保
険
料
を

納
付
し
ま
せ
ん
か

年

金

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントなどが延期または中止になる場合があります。

付
加
年
金
額
の
計
算 
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付
加
年
金
額
は
ủ　

円
×
付

200

加
保
険
料
納
付
月
数
Ứ
で
計
算

さ
れ
ỏ
毎
年
上
乗
せ
で
支
給
さ

れ
る
の
で
ỏ
2
年
間
で
付
加
保

険
料
相
当
分
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

※　

付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
Ố

※　

老
齢
基
礎
年
金
を　

歳
よ

65

り
前
に
繰
り
上
げ
ま
た
は　
66

歳
よ
り
後
に
繰
り
下
げ
受
給

す
る
場
合
ỏ
老
齢
基
礎
年
金

の
減
額
率
・
増
額
率
に
応
じ

て
付
加
年
金
額
も
減
額
・
増

額
さ
れ
ま
す
Ố

加
古
川
年
金
事
務
所

☎
4
2
7
・
4
7
4
0

市
民
課
国
民
年
金
係

☎
4
4
3
・
9
0
2
2

　

老
後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を

受
け
た
い
人
の
た
め
に

付
加
年
金
と
は 
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毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に
ỏ

付
加
保
険
料
を
追
加
で
納
付
す

る
と
ỏ
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
が
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
Ố
付
加
保
険
料
は
1
カ
月

　

円
ớ
定
額
Ờ
で
ỏ
国
民
年
金

400保
険
料
と
同
じ
く
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
Ố

　

付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
る

の
は
ỏ
国
民
年
金
の
第
1
号
被

保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入
被
保

険
者
で
す
Ố
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
人
や

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
人
は
ỏ
納
付
で
き
ま
せ
ん
Ố

変
更
の
手
続
き
は
ỏ
3
月　

日
31

 
ま
で
に
行
ỳ
て
く
だ
さ
い
Ố

　

所
有
者
が
転
出
ỏ
死
亡
し
た

場
合
や
譲
渡
ỏ
盗
難
な
ど
に
よ

り
既
に
車
両
を
所
有
し
て
い
な

い
場
合
で
も
ỏ
届
け
出
が
な
け

れ
ば
課
税
さ
れ
ま
す
Ố

原
動
機
付
自
転
車ớ　

㏄
以
下
Ờỏ

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
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小
型
特
殊
自
動
車
の
手
続
き

　
　
　

市
民
税
課

 

☎
4
4
3
・
9
0
1
4

靴
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遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

手
続
き
の
際
は
ỏ
本
人
確
認

書
類
ớ
運
転
免
許
証
な
ど
Ờ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
Ố

ừ
登
録
Ử

　

市
外
の
人
か
ら
譲
り
受
け
た

と
き
ỏ市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

は
ỏ
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
Ố

持
ち
物

◇
市
外
ナ
ン
バ
ồ
が
つ
い
て
い

る
場
合

　

登
録
票
ớ
他
市
町
村
交
付
Ờỏ

ナ
ン
バ
ồ
プ
レ
ồ
ト

◇
市
外
ナ
ン
バ
ồ
が
廃
車
済
み

の
場
合

　

廃
車
済
書ớ
他
市
町
村
交
付
Ờ

ừ
名
義
変
更
Ử

　

市
内
の
人
か
ら
譲
り
受
け
た

と
き
は
ỏ
名
義
変
更
手
続
き
が

必
要
で
す
Ố

持
ち
物

◇
ナ
ン
バ
ồ
を
変
更
す
る
場
合

　

登
録
票
ỏナ
ン
バ
ồ
プ
レ
ồ
ト

◇
ナ
ン
バ
ồ
を
変
更
し
な
い
場
合

　

登
録
票
ỏ
旧
所
有
者
の
譲
渡

証
明
書
ớ
要
押
印
Ờ

ừ
廃
車
Ử

　

使
用
不
能
に
な
ỳ
た
と
き
ỏ

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
ỏ
市
外

の
人
に
譲
り
渡
す
と
き
は
ỏ
廃

車
手
続
き
が
必
要
で
す
Ố

持
ち
物　

登
録
票
ỏ
ナ
ン
バ
ồ

プ
レ
ồ
ト

軽
四
輪
自
動
車
ớ　

㏄
以
下
Ờ

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
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ど
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手
続
き
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詳
し
く
は
ỏ
軽
自
動
車
検
査

協
会
姫
路
支
所
ớ
☎
0
5
0
・

3
8
1
6
・
1
8
4
8
Ờ
ま
で

原
動
機
付
自
転
車
以
外
の
自
動
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沓
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二
輪
車
ớ　

㏄
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続
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詳
し
く
は
ỏ
姫
路
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所
ớ
☎
0
5
0
・

5
5
4
0
・
2
0
6
7
Ờ
ま
で

館
ほ
か

内　

容　

指
点
字
ỏ
触
読
手
話
ỏ

手
書
き
ỏ
ノ
ồ
ト
テ
イ
ク
ỏ

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
な
ど

定　

員　
　

人
40

参
加
費　

無
料

※　

別
途
ỏ
教
材
費
5
ỏ
0
0

0
円
が
必
要

し
め
切
り　

4
月　

日
 
必
着

12

申
込
方
法　

Ａ
4
用
紙
に
住
所
ỏ

氏
名
ớ
ふ
り
が
な
Ờ
ỏ
年
齢
ỏ

性
別
ỏ
電
話
番
号
ỏ
フ
Ỹ
ク

ス
番
号
ỏ
職
業
ỏ
視
覚
・
聴

覚
障
が
い
の
有
無
を
記
入
の

上
ỏ
郵
送
ま
た
は
フ
Ỹ
ク
ス

で
ひ
Ỷ
う
ご
盲
ろ
う
者
支
援

セ
ン
タ
ồ
ớ
〒　

－

　
　

神

650

0022

戸
市
中
央
区
元
町
通
5－

2

－

　
　

2
階
Ờ
ま
で

20

し
ま
す
Ố
施
術
1
回
に
つ
き
1

枚
ớ
助
成
額
1
ỏ
0
0
0
円
Ờ

使
用
で
き
ま
す
Ố

※　

保
険
診
療
は
助
成
対
象
外

対　

象　
　

歳
以
上
の
市
民

70

持
ち
物　

本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
ớ
マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ

ド
ỏ
保
険
証
な
ど
Ờ

申
込
期
間　

3
月　

日
 
Ỗ

25

申
込
方
法　

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
高
年
介
護

課
ま
た
は
各
市
民
サ
ồ
ビ
ス

コ
ồ
ナ
ồ
・
市
民
コ
ồ
ナ
ồ

ま
で

※　

申
請
書
は
高
年
介
護
課
ỏ

各
市
民
サ
ồ
ビ
ス
コ
ồ
ナ
ồ
・

市
民
コ
ồ
ナ
ồ
に
あ
り
ま
す
Ố

市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
で
も

取
り
出
せ
ま
す
Ố

※　

利
用
券
は
4
月
1
日
 
か

ら
使
用
で
き
ま
す
Ố

税

軽
自
動
車
な
ど
の
手
続
き
は

　
　
　

3
月　

日
 
ま
で
に

31

　

令
和
3
年
度
の
軽
自
動
車
税

ớ
種
別
割
Ờ
は
ỏ
令
和
3
年
4

月
1
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
Ố
軽
自
動
車
な
ど
の

取
得
ỏ
譲
渡
ỏ
廃
車
ỏ
住
所
の

は
り
・
き
ỵ
う
・

　

マ
ỽ
サ
ồ
ジ
等

　
　

施
術
費
助
成
制
度

　

令
和
3
年
度
は
り
・
き
ỵ
う
・

マ
ỽ
サ
ồ
ジ
等
利
用
券
を
交
付

高
年
介
護
課

☎
4
4
3
・
9
0
2
6

福

祉

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・

　
　
　

介
助
員
養
成
講
座

ひ
Ỷ
う
ご
盲
ろ
う
者
支
援
セ
ン
タ
ồ

☎
0
7
8
・
3
8
1
・
8
8
1
4

鯖
0
7
8
・
3
8
1
・
8
7
1
6

と　

き　

5
月　

日
​
Ỗ
7
月

15

　

日
​
の
毎
週
土
曜
日
ớ
全

109
回
Ờ

　
　

時
Ỗ　

時
ỏ　

時
Ỗ　

時

10

12

13

16

と
こ
ろ　

姫
路
市
総
合
福
祉
会

3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

障
が
い
・
地
域
福
祉
課

☎
4
4
3
・
9
0
2
7

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
簡

単
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ỻ
ỽ

ク
が
で
き
る
ủ
こ
こ
ろ
の
体
温

計
Ứ
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
Ố

令和⚓年⚓月⚑日発行　№⚙⚑⚒

ủ
預
貯
金
詐
欺
Ứ

◇
医
療
費
の
返
還
な
ど
を
名
目

に
ỏ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金
を
振
り

込
ま
せ
て
だ
ま
し
取
る
ủ
還

付
金
詐
欺
Ứ　

な
ど

お
金
の
話
が
出
た
ら
要
注
意
！
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電
話
で
ỏお
金
や
カ
ồ
ド
ỏ還

付
金
な
ど
の
話
が
出
た
と
き
は
ỏ

落
ち
着
い
て
家
族
や
知
人
ỏ
警

察
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
Ố

年
金
・
税
・
福
祉
・
健
康
・
安
全
安
心

情
報
け
い
じ
ば
ん

　

対
象
者
は
ỏ
3
月　

日
 
ま

31

で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
Ố
期

限
を
過
ぎ
た
場
合
や
予
診
票
が

な
い
場
合
ỏ
全
額
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
Ố

　

予
防
接
種
は
ỏủ
不
要
不
急
Ứ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố
ス
ケ
ジ
ỿ 

ồ
ル
通
り
に
受
け
ま
し
Ỷ
う
Ố

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
該
当
し
ỏ
過
去
に　

価
23

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
て
い
な
い
人

◇
令
和
2
年
度
に　
・　

・　

・

65
70
75

　

・　

・　

・　

歳
ま
た
は

80

85

90

95

　

歳
以
上
に
な
る
市
民

100
※　

令
和
2
年
4
月
に
予
診
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
Ố

◇　

Ỗ　

歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

60

64

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
重
い
障
が
い

を
有
す
る
市
民
ớ
身
体
障
害

者
手
帳
1
級
の
写
し
ま
た
は

医
師
の
診
断
書
が
必
要
Ờ

※　

申
請
後
に
予
診
票
を
送
付

安

心

全
安

事
例 
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ス
マ
ồ
ト
フ
Ỽ
ン
に
ỏ
宅
配

業
者
の
不
在
通
知
の
よ
う
な
Ｓ

Ｍ
Ｓ
ớ
シ
ἀ
ồ
ト
メ
ỽ
セ
ồ
ジ

サ
ồ
ビ
ス
Ờ
が
届
い
た
Ố
メ
ồ

ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ

ớhttp:/

      /  
ộ
Ờ
に
ア
ク
セ
ス

し
た
と
こ
ろ
ỏ
ủ
更
新
し
て
く

だ
さ
い
Ứ
と
の
表
示
が
あ
ỳ
た

の
で
ỏ
画
面
に
従
ỳ
て
操
作
し

た
Ố

　

そ
の
後
ỏ
携
帯
電
話
会
社
か

ら
請
求
書
が
届
い
た
の
で
確
認

す
る
と
ỏ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
料
金
が
1

万
円
以
上
と
な
ỳ
て
い
た
Ố
上

記
の
偽
サ
イ
ト
で
操
作
し
た
時

に
ỏ
不
正
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ồ
ル
し
て
し
ま
ỳ
た
よ
う
で
ỏ

自
分
の
ス
マ
ồ
ト
フ
Ỽ
ン
か
ら

国
内
外
の
多
数
の
人
宛
て
に
Ｓ

Ｍ
Ｓ
が
送
信
さ
れ
て
い
た
Ố

ア
ド
バ
イ
ス 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

◇
偽
メ
ồ
ル
に
記
載
さ
れ
た
Ｕ

Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
ỏ

正
規
の
サ
イ
ト
と
区
別
が
つ

か
な
い
偽
サ
イ
ト
に
つ
な
が

り
ま
す
Ố
偽
サ
イ
ト
で
は
ỏ

不
正
な
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト 

ồ
ル
さ
せ
ỏ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
Ố
こ

の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ồ
ル

し
て
し
ま
う
と
ỏ
自
動
的
に

自
分
の
ス
マ
ồ
ト
フ
Ỽ
ン
か

ら
任
意
の
宛
先
に
大
量
の
Ｓ

Ｍ
Ｓ
が
送
信
さ
れ
る
な
ど
の

被
害
に
遭
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
Ố

◇
サ
イ
ト
が
本
物
か
偽
物
か
わ

か
ら
な
い
場
合
は
ỏ
そ
の
企

業
の
公
式
サ
イ
ト
で
問
い
合

わ
せ
先
を
確
認
し
ỏ
直
接
電

話
で
確
認
す
る
な
ど
の
対
応

が
必
要
で
す
Ố
届
い
た
メ
ồ

ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
確
認
す

る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま

し
Ỷ
う
Ố

◇
端
末
の
セ
キ
ỿ
リ
テ
ỹ
設
定

を
最
新
の
状
態
に
更
新
し
て

お
き
ま
し
Ỷ
う
Ố

◇
宅
配
業
者
だ
け
で
な
く
ỏ
金

融
機
関
ỏ
携
帯
電
話
会
社
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
を
か

た
ỳ
た
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
た
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
Ố
少
し
で
も
不
安
に

思
ỳ
た
時
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ồ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

健

康

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

保
健
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
3
9
3
6

道
路
で
遊
ば
な
い
で

ま
ち
づ
く
り
部
管
理
課

☎
4
4
3
・
9
0
3
7

ス
ケ
ồ
ト
ボ
ồ
ド
な
ど
の 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

道
路
上
で
の
使
用
は

 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

道
路
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
Ố

軽
い
気
持
ち
が
ỏ
思
わ
ぬ
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
Ố

ス
ケ
ồ
ト
ボ
ồ
ド
な
ど
は
ỏ
道

路
上
で
は
使
用
せ
ず
ỏ
使
用
可

能
な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
Ỷ
う
Ố

し
ま
す
Ố
詳
し
く
は
ỏ
保
健

セ
ン
タ
ồ
ま
で

接
種
費
用　

4
ỏ
0
0
0
円

特
殊
詐
欺
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す

高
砂
警
察
署

☎
4
4
2
・
0
1
1
0

　

警
察
官
や
市
職
員
を
名
乗
ỳ

て
高
齢
者
に
電
話
を
か
け
ỏ
お

金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
被
害
が

兵
庫
県
下
で
多
発
し
て
い
ま
す
Ố

◇
ủ
キ
Ỿ
ỽ
シ
ỿ
カ
ồ
ド
を
預

か
る
必
要
が
あ
る
Ứ
な
ど
と

言
ỳ
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る

防
災
ネ
ỽ
ト
た
か
さ
ご

危
機
管
理
室

☎
4
4
3
・
9
0
0
8

　

災
害
が
起
き
た
と
き
ỏ
登
録

し
た
メ
ồ
ル
ア
ド
レ
ス
に
避
難

勧
告
な
ど
の
災
害
情
報
を
随
時

配
信
し
ま
す
Ố

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ồ
ド
を
読
み
取

り
ỏ
空
メ
ồ
ル
を
送
信
し
て
登

録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
Ố

テ
レ
ド
ồ
ム
サ
ồ
ビ
ス 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

☎
0
1
8
0
・ 
9  
9  
7  
5  
0  
6 

救 

急 

な 

コ 

ồ 

ル

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

防
災
行
政
無
線
か
ら
流
れ
た

放
送
を
ỏ
音
声
メ
ỽ
セ
ồ
ジ
で

も
う
一
度
確
認
で
き
ま
す
Ố

http://bosai.net/
takasago/

宅
配
業
者
の
不
在
通
知
を
装
ỳ
た

　
　
　
　
　
　

偽
メ
ồ
ル
に
注
意
！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ồ　

☎
4
4
3
・
9
0
7
8

不在通知を装った偽メールの例

お客様宛にお荷物のお
届けに上がりましたが
不在のため持ち帰りま
した。下記よりご確認
ください。

http：//・・・・・・・・・

【注意】
URLにアクセスすると偽
サイトにつながる危険が
あります。



広報たかさご

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントなどが延期または中止になる場合があります。

公
民
館

定　

員　

各　

人
70

参
加
費　

無
料

第
5
回
ủ
お
お
い
に
笑
ỳ
て
ỏ

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

長
寿
と
健
康
Ứ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

歌
を
歌
ỳ
た
り
ỏ
漫
談
や
ハ

ồ
モ
ニ
カ
を
聞
い
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
Ỷ
う
Ố

と　

き　

3
月　

日
 

14

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

14

16

講　

師　

若
井　

ぼ
ん
氏

　
　
　
　
ớ
日
本
お
笑
い
学
会
Ờ

第
6
回
ủ
口
か
ら
支
え
る
健
康

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

寿
命
Ỗ
ご
存
じ
で
す
か
オ
ồ
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
Ỗ
Ứ 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

口
の
運
動
で
健
康
寿
命
を
延

ば
し
ま
す
Ố

と　

き　

3
月　

日
 

26

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時　

分

14

15

30

講　

師　

佐
野　

栄
作
氏

　
　
　
　
ớ
歯
科
医
師
Ờ

そ
の
火
事
を

　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
ỏ
春
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
Ố

住
宅
用
火
災
警
報
器
を 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

点
検
・
交
換
し
ま
し
Ỷ
う

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
定
期

的
に
点
検
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

　

古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿

命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
ỏ
火
災

を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ỏ
と
て
も
危
険
で
す
Ố　

年
10

を
目
安
に
機
器
本
体
を
交
換
し

ま
し
Ỷ
う
Ố

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
こ
と

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
ミ

ル
ク
ボ
ồ
イ
の
漫
才
動
画
も
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ớ
大
阪
府
下

消
防
長
会
提
供
Ờ
Ố

住
宅
防
火 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

命
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

3
つ
の
習
慣

◇
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

◇
ス
ト
ồ
ブ
は
ỏ
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

◇
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
ỏ
必
ず
火
を
消
す

4
つ
の
対
策

◇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
ỏ

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る

◇
寝
具
ỏ
衣
類
ỏ
カ
ồ
テ
ン
は

防
炎
品
を
使
用
す
る

◇
火
が
小
さ
い
う
ち
に
消
火
で

き
る
よ
う
ỏ
住
宅
用
消
火
器

な
ど
を
設
置
す
る

◇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
ỏ
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

青
年
の
家
ớ
〒　

－

　
　

高

676

0031

砂
町
向
島
町　

Ờ
ま
で

1710

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
幼
児
体
操
教
室

　
　

時　

分
Ỗ　

時　

分

15

15

16

15

　
　

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
学

ぶ
教
室

　

対　

象　
4
歳
以
上
の
未
就
学
児

　

※　

令
和
3
年
度
の
年
齢

　

定　

員　
　

人
15

●
小
学
生
体
操
教
室

　
　

時　

分
Ỗ　

時　

分
ỏ

16

45

17

45

　
　

時
Ỗ　

時
ớ
2
ク
ラ
ス
Ờ

18

19

　
　

学
校
体
育
の
基
礎
を
楽
し

く
身
に
付
け
る
教
室

　

対　

象　

小
学
1
Ỗ
4
年
生

　

※　

令
和
3
年
度
の
学
年

　

定　

員　

各　

人
15

フ
Ỹ
ミ
リ
ồ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ỏ

ス
ồ
パ
ồ
ド
ラ
イ
ブ
ỏ
ウ
Ỽ 

ồ
キ
ン
グ
ỏ
ス
ポ
ồ
ツ
チ
Ỿ

ン
バ
ラ
ỏ
少
林
寺
拳
法
ỏ
太

極
拳
ỏ
杖
道
ỏ
卓
球
ỏ
ソ
フ

ト
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
ỏ
サ
ỽ
カ 

ồ
ỏ
ス
ト
レ
ỽ
チ
体
操
な
ど

ừ
代
表
者
Ử

◇
高
砂　

鎌
谷　

正
士

　

☎
0
9
0
・
3
9
4
6
・
3

1
8
7

◇
荒
井　

國
分　

光
雄

　

☎
0
9
0
・
6
6
7
6
・
0

8
5
8

◇
伊
保　

中
村　

智
津
子

　

☎
4
4
8
・
4
0
1
0

◇
伊
保
南　

福
元　

昇

　

☎
4
4
7
・
3
7
4
1

◇
中
筋　

奥
井　

徹

　

☎
4
4
7
・
5
3
5
0

◇
曽
根　

星
野　

雅
成

　

☎
0
9
0
・
3
6
1
6
・
5

0
3
0

◇
米
田　

山
口　

正
義

　

☎
4
4
2
・
8
1
7
1

◇
米
田
西　

北
野　

洋
一

　

☎
4
3
2
・
4
3
0
8

◇
阿
弥
陀　

東
森　

清

　

☎
4
4
7
・
5
6
8
4

◇
北
浜　

打
越　

克
正

　

☎
0
7
9
・
2
5
4
・
4
0

6
5

春
の
火
災
予
防
運
動

　

3
月
1
日
Ỗ
7
日

消
防
本
部
予
防
課

☎
4
4
8
・
4
0
1
9

ミルクボーイʷ大阪府下
消防長会予防委員会
スペシャルムービー
（YouTube）

学

ぶ

市
民
教
養
講
座

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館

☎
4
4
7
・
2
2
4
7

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ỏ

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
兼
伊
保

自
信
ア
ỽ
プ
！
伝
え
た
い
こ
と

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

が
伝
わ
る
面
接
対
策
講
座 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　

3
月
9
日
 

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ

講　

師　

藤
村　

和
代
氏

働
く
第
一
歩
セ
ミ
ナ
ồ

あ
か
し
若
者
サ
ポ
ồ
ト
ス

テ
ồ
シ
ἀ
ン

☎
0
7
8
・
9
1
5
・
0
6
7
7

と　

き　

4
月　

日
 
Ỗ
6
月

16

　

日
 
の
金
曜
日

25
と
こ
ろ　

青
年
の
家

※　

途
中
辞
退
で
の
返
金
不
可

ヨ
ガ
教
室
ớ
全　

回
Ờ 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

10

 

　

時
Ỗ　

時

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

10

11

　

簡
単
な
ポ
ồ
ズ
で
リ
ラ
ỽ
ク

ス
す
る
教
室

対　

象　
　

歳
以
上
の
人

15

定　

員　
　

人
10

参
加
費　

6
ỏ
9
0
0
円

申
込
方
法　

電
話
で
青
年
の
家

ま
で

子
ど
も
の
体
操
教
室ớ
全　

回
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞10

参
加
費　

8
ỏ
8
0
0
円

し
め
切
り　

4
月
2
日
 
必
着

申
込
方
法　

は
が
き
ớ
1
人
1

枚
1
教
室
Ờ
に
教
室
名
ỏ
住

所
ỏ
氏
名
ỏ
学
校
名
・
学
年
ỏ

性
別
ỏ
電
話
番
号
ỏ
保
護
者

氏
名
を
記
入
の
上
ỏ
郵
送
で

青
年
の
家　

春
季
教
室

青
年
の
家

☎
4
4
3
・
2
1
5
5

定　

員　
　

人
10

申
込
方
法　

電
話
で
あ
か
し
若

者
サ
ポ
ồ
ト
ス
テ
ồ
シ
ἀ
ン

ま
でス

ツ

ポ
ồ

ス
ポ
ồ
ツ
ク
ラ
ブ　
21

　
　
　
　
　

会
員
募
集

文
化
ス
ポ
ồ
ツ
課

☎
4
4
3
・
9
1
3
6

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
ỏ
地
域

の
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
を
広
げ
ま
し 

Ỷ
う
Ố
見
学
・
体
験
も
で
き
ま

す
Ố詳
し
く
は
ỏ各
地
区
代
表
者

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

と　

き　

第
1
・
3
・
5
土
曜
日

　
　
　
　

9
時
Ỗ

と
こ
ろ　

各
小
学
校

内　

容　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ỏ

令和⚓年⚓月⚑日発行　№⚙⚑⚒

　

足
の
運
び
方
や
腕
の
使
い
方

な
ど
を
実
践
し
な
が
ら
ỏ
か
ỳ

こ
よ
く
・
速
く
走
る
コ
ツ
を
学

ぶ
教
室
で
す
Ố

と
き
・
対
象

　

3
月　

日
​

27

◇
9
時　

分
Ỗ　

時　

分

15

10

30

　

小
学
1
Ỗ
3
年
生

◇　

時　

分
Ỗ　

時

10

45

12

　

小
学
4
Ỗ
6
年
生

と
こ
ろ　

向
島
多
目
的
球
場

定　

員　

各　

人
20

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費　

1
人　

円
800

し
め
切
り　

3
月　

日
 

15

申
込
方
法　

は
が
き
に
教
室
名
ỏ

住
所
ỏ
氏
名
ỏ
学
年
ỏ
電
話

番
号
ỏ
保
護
者
氏
名
を
記
入

の
上
ỏ向
島
多
目
的
球
場ớ
〒

　

－

　
　

高
砂
町
向
島
町　

676

0031

1474

－

　

Ờ
ま
で

16

※　

兄
弟
姉
妹
は
ỏ
1
枚
に
複

数
人
分
記
入
で
き
ま
す
Ố

※　

申
込
受
付
後
ỏ
参
加
通
知

の
は
が
き
を
送
り
ま
す
Ố

※　

詳
し
く
は
ỏ
向
島
多
目
的

球
場
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
Ố

安
全
安
心
・
学
ぶ
・
ス
ポ
ồ
ツ
・
募
集

情
報
け
い
じ
ば
ん

◇
Ｃ
班　

毎
週
水
曜
日

　
　

時
Ỗ　

時　

分

19

20

30

定　

員　

各　

人
30

受
講
料　

月
額
2
ỏ
0
0
0
円

ス
ト
レ
ỽ
チ
ヨ
ガ
教
室 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

ớ
全　

回
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇 48

と　

き　

毎
週
金
曜
日

　
　

時　

分
Ỗ　

時　

分

10

30

11

30

定　

員　
　

人
30

受
講
料　

月
額
2
ỏ
0
0
0
円

ボ
デ
ỹ
コ
ン
ト
ロ
ồ
ル
教
室 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

ớ
全　

回
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇 48

と　

き　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時　

分

19

20

30

定　

員　
　

人
30

受
講
料　

月
額
2
ỏ
0
0
0
円

メ
ン
ズ
ヨ
ガ
教
室
ớ
全　

回
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

24

と　

き　

第
1
・
3
日
曜
日

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時　

分

10

11

30

定　

員　
　

人
15

受
講
料　

月
額
1
ỏ
0
0
0
円

英
会
話
教
室
ớ
全　

回
Ờ 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

42

※　

英
検
3
級
程
度 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

定　

員　
　

人
20

受
講
料　

月
額
3
ỏ
5
0
0
円

子
ど
も
英
会
話
教
室ớ
全　

回
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞36

と　

き　

土
曜
日
ớ
月
3
回
Ờ

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

11

対　

象　

4
Ỗ
5
歳

※　

令
和
3
年
4
月
1
日
時
点

　

4
月
開
講
の
令
和
3
年
度
の

講
座
生
を
募
集
し
ま
す
Ố

し
め
切
り　

3
月　

日
 
必
着

15

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
の
往

信
用
に
教
室
名
ớ
リ
ラ
ỽ
ク

ス
ヨ
ガ
教
室
は
第
一
・
第
二

希
望
の
班
名
Ờ
ỏ
住
所
ỏ
氏

名
ớ
フ
リ
ガ
ナ
Ờ
ỏ
年
齢
ỏ

性
別
ỏ
電
話
番
号
ỏ
保
護
者

氏
名
ớ
子
ど
も
英
会
話
教
室

の
み
Ờ
を
ỏ
返
信
用
に
返
送

先
を
記
入
の
上
ỏ
生
石
研
修

セ
ン
タ
ồ
ớ
〒　

－

　
　

阿

676

0823

弥
陀
町
生
石　

－

2
Ờ
ま
で

61

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

※　

受
講
料
は
3
カ
月
ご
と
に

前
納

リ
ラ
ỽ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

ớ
全　

回
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇 48

と　

き

◇
Ａ
班　

毎
週
火
曜
日

　
　

時　

分
Ỗ　

時

10

30

12

◇
Ｂ
班　

毎
週
水
曜
日

　
　

時　

分
Ỗ　

時

10

30

12

定　

員　
　

人
12

受
講
料　

月
額
3
ỏ
0
0
0
円

華
道
教
室
ớ
全　

回
Ờ 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

24

と　

き　

第
2
・
4
木
曜
日

　
　

時　

分
Ỗ　

時　

分

13

30

14

30

定　

員　
　

人
16

受
講
料　

月
額
1
ỏ
0
0
0
円

※　

別
途
材
料
費
な
ど
が
必
要

園
の
い
ず
れ
か
の
教
員
免
許

を
有
す
る
ỏ
ま
た
は
令
和
3

年
3
月　

日
ま
で
に
取
得
見

31

込
み
の
人

介
助
員 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

市
立
小
・
中
学
校
で
ỏ
特
別

支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
の
移

動
ỏ身
辺
処
理
ỏ学
習
活
動
で
の

行
動
の
介
助
な
ど
を
行
い
ま
す
Ố

対　

象　

特
別
支
援
教
育
に
対

す
る
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人

※　

教
員
ỏ
介
護
福
祉
士
ỏ
看

護
師
の
い
ず
れ
か
の
免
許
を

有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
Ố

小
学
生
か
け
ỳ
こ
教
室

向
島
多
目
的
球
場

☎
4
4
2
・
2
7
2
2

募

集

生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ

　
　
　
　

講
座
生
募
集

生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
7
・
4
1
1
0

教
育
に
理
解
と

　
　
　
　

熱
意
が
あ
る
人

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
！

学
校
教
育
課

☎
4
4
3
・
9
0
5
4

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ỏ

学
校
教
育
課
ま
で

不
登
校
指
導
補
助
員 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

市
立
中
学
校
で
教
員
に
協
力

し
ỏ
不
登
校
・
不
登
校
傾
向
に

あ
る
生
徒
の
学
習
指
導
ỏ
生
活

指
導
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
Ố

対　

象　

小
・
中
学
校
ỏ
幼
稚

園
の
い
ず
れ
か
の
教
員
免
許

を
有
す
る
ỏ
ま
た
は
令
和
3

年
3
月　

日
ま
で
に
取
得
見

31

込
み
の
人

ス
ク
ồ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

市
立
小
・
中
学
校
で
ỏ
生
活

面
・
学
習
活
動
の
手
助
け
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
の
補
助
を
行

い
ま
す
Ố

対　

象　

小
・
中
学
校
ỏ
幼
稚

小
・
中
学
校
臨
時
講
師
ỏ

会
計
年
度
任
用
職
員
の
登
録

学
校
教
育
課

☎
4
4
3
・
9
0
5
4

　

小
・
中
学
校
の
臨
時
講
師
と

会
計
年
度
任
用
職
員
の
登
録
を

募
集
し
て
い
ま
す
Ố

対　

象　

教
育
職
員
免
許
法
に

定
め
る
希
望
す
る
校
種
の
教

員
免
許
を
有
す
る
ỏ
ま
た
は

令
和
3
年
4
月
1
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人

登
録
方
法　

履
歴
書
ớ
写
真
添

付
Ờ
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
ỏ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
学

校
教
育
課ớ
〒　

－

　
　
荒
井

676

8501

町
千
鳥
1－

1－

1
Ờ
ま
で

職
員
用
パ
ソ
コ
ン

広
告
掲
載
の
募
集

情
報
政
策
課

☎
4
4
3
・
9
0
0
9

　

約　

台
の
市
の
職
員
用
パ
ソ

900

コ
ン
の
ロ
グ
オ
ン
・
ロ
ỽ
ク
解

除
時
に
ỏ
画
面
上
に　

秒
程
度

15

広
告
が
表
示
さ
れ
ま
す
Ố

掲
載
期
間　

4
月
Ỗ
令
和
4
年

3
月
ớ
1
カ
月
単
位
Ờ

※　

土
・
日
ỏ
祝
日
を
除
く
Ố

募
集
枠　

4
枠

広
告
規
格

◇
カ
ラ
ồ
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式

◇
幅　

×
高
さ　

ピ
ク
セ
ル

800

600

◇　

キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

250
掲
載
料
金
ớ
月
額
Ờ

　

1
枠　

5
ỏ
0
0
0
円

し
め
切
り　

掲
載
を
希
望
す
る

月
の
前
月
の　

日
10

申
込
方
法　

申
込
書
・
誓
約
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ỏ

広
告
デ
ồ
タ
を
添
え
て
直
接

ま
た
は
郵
便
で
情
報
政
策
課

ớ
〒　

－

　
　

荒
井
町
千
鳥

676

8501

1－

1－

1
Ờ
ま
で

※　

申
込
書
・
誓
約
書
は
ỏ
市

ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
取
り
出

せ
ま
す
Ố

※　

詳
し
く
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ 

ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố



広報たかさご

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントなどが延期または中止になる場合があります。

少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　

新
団
員
募
集

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館

☎
4
4
7
・
2
2
4
7

練
習
日　

第
1
・
3
・
4
土
曜
日

　
　

時　

分
Ỗ　

時　

分

13

30

15

30

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
兼
伊
保

公
民
館

活
動
内
容　

市
民
音
楽
祭
ỏ
Ｐ

Ｔ
Ｃ
Ａ
地
区
別
研
究
大
会
ỏ

た
か
さ
ご
万
灯
祭
ỏ
公
民
館

ま
つ
り
ỏ
毎
年
3
月
の
定
期

演
奏
会
な
ど
へ
の
出
演

対　

象　

小
学
1
年
生
Ỗ
高
校

3
年
生

※　

令
和
3
年
度
の
学
年

参
加
費　

月
額　

円
500

し
め
切
り　

3
月　

日
 

24

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民

館
ま
で

対　

象　
　

歳
以
上　

歳
未
満

18

33

の
人

※　
　

歳
の
人
は
ỏ
採
用
予
定

32
月
の
末
日
時
点
で　

歳
に
達

33

し
な
い
こ
と

し
め
切
り　

5
月　

日
 

11

一
般
幹
部
候
補
生 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

ớ
大
卒
程
度
・
院
卒
程
度
試
験
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

試
験
日

◇
第
1
回

　

5
月
8
日
​
・
9
日
 

※　

9
日
 
は
飛
行
要
員

◇
第
2
回　

6
月　

日
 

28

対　

象　

令
和
4
年
4
月
1
日

時
点
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人

◇
大
卒
程
度

　
　

歳
以
上　

歳
未
満

22

26

◇
院
卒
程
度

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
で
修
士

20

28

課
程
な
ど
を
修
了
し
て
い
る

し
め
切
り

◇
第
1
回　

4
月　

日
 

28

◇
第
2
回　

6
月　

日
 

18

読
み
聞
か
せ

　

対　

象　

幼
児

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
の 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

募
集
・
説
明
会

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　

3
月　

日
 　
　

時
Ỗ

28

10

内　

容

◇
児
童
サ
ồ
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア

ớ
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
Ờ

◇
配
架
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア

◇
本
の
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア

対　

象　

市
内
在
住
者

旧
入
江
家
住
宅　

春
の
企
画
展

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

曽
根
の
入
江
家
を
テ
ồ
マ
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
Ố

●
展
示ủ
古
文
書
が
伝
え
る
人
々

の
暮
ら
し
ứ
曽
根
・
入
江
家

文
書
の
世
界
Ừ
Ứ

と　

き

　

3
月
2
日
 
Ỗ　

日
 

31

と
こ
ろ　

図
書
館

内　

容　

入
江
家
文
書
の
展
示

な
ど

●
講
演
会
ủ
塩
の
歴
史
の
話
し

Ổ　
世
界
と
日
本
と
高
砂
Ứ

　
　

参
加
者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

ス
ク
ケ
ồ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

と　

き　

3
月
6
日
​

　
　
　

時　

分
Ỗ　

時　

分

13

30

15

30

　

と
こ
ろ　

図
書
館

　

講　

師　

落
合　

功
氏

　
　

ớ
青
山
学
院
大
学
経
済
学

部
教
授
Ờ

　

定　

員　
　

人
30

　

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電

話
で
図
書
館
ま
で

●
一
般
公
開
・
展
示

　
ủ
入
江
家
の
お
ひ
な
さ
ま
と

建
物
公
開
Ứ

　

と　

き

　
　

3
月
6
日
​
・
7
日
 

　
　
　

時
Ỗ　

時

10

16

　

と
こ
ろ　

旧
入
江
家
住
宅

　

内　

容　

約　

年
前
の
御
殿

100

飾
り
の
ひ
な
人
形
の
展
示

　

し
め
切
り　

3
月
5
日
 

　

申
込
方
法　

電
話
で
生
涯
学

習
課
文
化
財
係
ớ
☎
4
4

8
・
8
2
5
5
Ờ
ま
で

か
さ
ご
ナ
ビ
Ứ
の
子
育
て
・

健
康
の
ủ
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン

の
受
付
予
約
Ứ
か
ら
予
約

※　

詳
し
く
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ 

ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

行
事
・
イ
ベ
ン
ト 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

※　

申
込
不
要
・
無
料 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

◇
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　

と　

き　

3
月
6
日
​

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

14

　

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

対　

象　

幼
児

　

※　

参
加
は
子
ど
も
の
み

◇
お
は
な
し
会

　

と　

き

　
　

3
月　

日
​
・　

日
‌

13

20

　
　
　

時
Ỗ

14

　

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
ス
ト
ồ
リ
ồ
テ
リ
ン
グ

　

対　

象　

5
歳
Ỗ
小
学
校
低

学
年

　

※　

参
加
は
子
ど
も
の
み

◇
え
ほ
ん
と
お
は
な
し
の
会

　

と　

き　

3
月　

日
 

17

　
　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

　

内　

容　

わ
ら
べ
歌
あ
そ
び
ỏ

絵
本
ỏ
紙
芝
居
ỏ
折
り
紙

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

◇
親
と
子
で
楽
し
む
わ
ら
べ
唄

　

と　

き　

3
月　

日
 

25

　
　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

10

30

　

内　

容　

わ
ら
べ
唄
ỏ
絵
本

　

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

◇
え
ほ
ん
の
も
り

　

と　

き　

毎
週
火
曜
日

　
　
　

時
Ỗ
ỏ　

時　

分
Ỗ

10

10

30

　

内　

容　

紙
芝
居
と
絵
本
の

催

し

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ỏ

加
古
川
地
域
事
務
所
ま
で

一
般
曹
候
補
生
ớ
第
1
回
Ờ 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

試
験
日　

5
月　

日
 
Ỗ　

日

21

30

 
の
う
ち
指
定
し
た
1
日

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部

加
古
川
地
域
事
務
所

☎
4
2
6
・
3
2
9
0

休
館
日 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

1
日
 

図
書
館

☎
4
3
2
・
1
3
5
5

3
月
の
図
書
館

オ
ン
ラ
イ
ン

プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
3
9
5
0

　

妊
婦
同
士
で
楽
し
く
お
し
Ỵ

べ
り
し
ま
せ
ん
か
Ố

と　

き　

4
月　

日
 

14

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ　

時

10

30

11

対　

象　

高
砂
市
に
住
民
票
の

あ
る
妊
婦

定　

員　
　

人
10

申
込
期
間

　

3
月
5
日
 
Ỗ
4
月　

日
 

12

申
込
方
法　

市
公
式
ア
プ
リủ
た

み
ど
り
の
相
談
所

市
ノ
池
公
園
み
ど
り
の
相
談
所

☎
4
4
7
・
6
4
0
1

花
と
緑
の
教
室 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

春
の
草
花
を
使
ỳ
た
寄
せ
植
え

と　

き　

3
月　

日
​

13

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
室

定　

員　
　

人
20

受
講
料　

1
ỏ
0
0
0
円

持
ち
物　

手
袋
ỏ
せ
ん
定
ば
さ

み
ỏ
小
さ
い
移
植
ご
て
ỏ
持

ち
帰
り
用
袋

申
込
期
間

　

3
月
4
日
 
Ỗ　

日
 

10

　

8
時　

分
Ỗ　

時

30

17

申
込
方
法　

電
話
で
み
ど
り
の

相
談
所
ま
で

※　

参
加
者
本
人
の
み
申
込
可

展
示
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

第　

回
春
の
山
野
草
展

19
と　

き

　

3
月
6
日
​
・
7
日
 　

　

9
時
Ỗ　

時
17

※　

7
日
 
は　

時
ま
で

16

と
こ
ろ　

展
示
コ
ồ
ナ
ồ

令和⚓年⚓月⚑日発行　№⚙⚑⚒

元
率
は　

％
ỏ
1
人
当
た
り
最

25

大
5
ỏ
0
0
0
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
Ố

問
合
先

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
総
合
フ
リ
ồ

ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
1
2
0
・
9
5
・
0
1

7
8

　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

20

※　

土
・
日
ỏ
祝
日
は　

時　
17

30

分
ま
で

※　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
ỳ

て
ủ
5
番
Ứ
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
Ố

◇
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る

こ
と

　

経
営
企
画
室

　

☎
4
4
3
・
9
0
0
7

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド
の
交

付
に
関
す
る
こ
と

　

市
民
課

　

☎
4
5
1
・
5
0
7
2

正
確
性
が
高
く
ỏ
短
時
間
で
目

の
検
査
が
で
き
る
た
め
ỏ
子
ど

も
へ
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ỏ

健
診
の
所
要
時
間
も
大
幅
に
短

縮
さ
れ
ま
す
Ố

　

視
覚
の
発
達
す
る
時
期
を
視

覚
感
受
性
期
と
い
い
ỏ
感
受
性

の
高
い
時
期
に
治
療
を
開
始
で

き
れ
ば
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
Ố
ス
ポ
ỽ
ト
ビ
ジ
ἀ
ン
ス

ク
リ
ồ
ナ
ồ
を
用
い
る
こ
と
で
ỏ

治
療
な
ど
が
必
要
な
人
に
ỏ
適

宜
眼
科
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
Ố募

集
・
催
し
・
お
知
ら
せ

情
報
け
い
じ
ば
ん

公
民
館

ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

と
き
・
と
こ
ろ

◇
3
月　

日
 

11

　

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館

◇
3
月　

日
 

24

　

高
砂
公
民
館

※　

い
ず
れ
も　

時
Ỗ　

時

10

11

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ỏ

紙
芝
居
ỏ手
遊
び
ỏ工
作
な
ど

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館

☎
4
4
7
・
2
2
4
7

高
砂
公
民
館

☎
4
4
3
・
5
4
3
9

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

　
　

期
間
が
9
月
末
ま
で

　
　
　
　
　

延
長
さ
れ
ま
す

　

3
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ 

ồ
カ
ồ
ド
の
交
付
申
請
を
行
ỳ

た
人
は
ỏ
9
月
末
ま
で
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
Ố

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込

み
を
行
い
ỏ
キ
Ỿ
ỽ
シ
ỿ
レ
ス

決
済
サ
ồ
ビ
ス
で
チ
Ỿ
ồ
ジ
や

買
い
物
を
す
る
と
ỏ
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
Ố
還

お

せ

知
ら

3
歳
児
健
診
に

　

新
し
い
機
器
を

　
　

導
入
し
ま
し
た

保
健
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
3
9
3
6

　

3
歳
児
健
診
に
ỏ
目
の
屈
折

検
査
を
す
る
ス
ポ
ỽ
ト
ビ
ジ
ἀ

ン
ス
ク
リ
ồ
ナ
ồ
を
導
入
し
ま

し
た
Ố
こ
の
機
器
は
ỏ
簡
単
で

保健センター
☎443－3936

【関西と関東のちらしずし】 【ちらしずしの具の意味】

　ひな祭り（桃の節句）の食事といえば、「ちらしずし」という人も多いのではないでしょうか。
　すし（寿司）は「寿（ことぶき）」を「司（つかさど）る」ということで、｢お祝いの席で食べる縁起がいい
もの」との意味があるといわれています。

　ちらしずしは酢飯の上にさまざまな具を飾ったものですが、
関西と関東の「ちらしずし」はイメージが違うそうです。
関西　酢飯に、小さく切って煮たり焼いたりした具を混ぜ、
その上に錦糸卵やのりなどを散らしたもの。基本は生魚を
用いず、煮たり焼いたりした具を用います。ばらずし、混
ぜずし、五目ずし、かやくずしともいわれます。

関東　酢飯の上に生魚や具をきれいに並べたもの。江戸前ち
らし、生ちらしともいわれます。

エビ　腰が曲がっている様から「長寿」を、脱皮を
繰り返すことから「出世祈願」の意味があります。
また、赤は魔除けの色ともされています。
レンコン　穴から先を見通せることから「先の見通
しがきく」の意味があります。
豆　｢まめ」の語呂合わせから「健康でまめに働く｣
の意味があります。
菜の花　春らしさの演出、春の訪れを表しています。

【材料( 2 人分)】
　ご飯 1合、鮭フレーク40ｇ、ゆでエビ 6尾、
　絹さや 6枚、炒りごま小さじ 1
　(Ａ）酢大さじ 1、砂糖大さじ 1、塩小さじ1/6
　(Ｂ）卵 2個、砂糖小さじ 1、塩ひとつまみ

【作り方】
　①Ａをよく混ぜておく。
　②炊いたご飯に、熱いうちに①を加えてよく混ぜる。
　③Ｂをよく混ぜ、フライパンで炒り卵を作る。
　④絹さやは塩ゆでして、千切りにしておく。
　⑤②に炒り卵と鮭フレークを加えて混ぜる。
　⑥皿にふわっと盛り、絹さやとゆでエビを飾る。
　⑦炒りごまを全体に散らしたら完成。

作ってみよう!

簡単！ 鮭と卵のちらしずし

ひな祭りのちらしずし

交
換
コ
ồ
ナ
ồ

市
民
活
動
推
進
課

☎
4
4
3
・
9
1
3
5

　

品
物
の
引
き
渡
し
は
ỏ
当
事

者
間
で
行
ỳ
て
く
だ
さ
い
Ố

ừ
譲
り
ま
す
Ử

◇
洋
服
ダ
ン
ス
ỏ
和
ダ
ン
ス
ỏ

整
理
ダ
ン
ス
ỏ
下
駄
箱
ớ
す

べ
て
紫
檀
Ờ

　

無
料　

曽
根
町　

匿
名

　

☎
0
8
0
・
6
1
3
7
・
3

7
8
0

※　

取
り
に
来
ら
れ
る
人

◇
エ
レ
ク
ト
ồ
ン
ớ
Ｅ
Ｌ　

Ờ
37

　

無
料　

米
田
町　

匿
名

　

☎
4
3
3
・
0
0
1
5

※　

取
り
に
来
ら
れ
る
人



広報たかさご

　

今
回
は
、
宮
本
武
蔵
の
養
子
、

宮
本
伊
織
を
紹
介
し
ま
す
。

　

伊
織
の
出
生
は
、
武
蔵
と
同

様
に
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
米
田
町
に
住
ん
で
い
た
武
蔵

の
兄
・
田た

原は
ら

甚じ
ん

兵べ

衛え

久ひ
さ

光み
つ

の
次

男
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

伊
織
は
、
子
ど
も
の
い
な
か

っ
た
武
蔵
の
養
子
と
な
り
、
才

能
を
開
花
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

武
蔵
の
も
と
で
学
問
と
武
芸
を

学
ん
だ
伊
織
は
、
15
歳
の
時
に

武
蔵
の
推
薦
で
播
州
明
石
藩
の

藩
主
・
小お

笠が
さ

原わ
ら

忠た
だ

政ま
さ

に
仕
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
実
力
が
認
め

ら
れ
、
伊
織
は
20
歳
と
い
う
若

さ
で
藩
内
政
治
を
統
括
す
る
役

職
で
あ
る
家
老
と
な
り
ま
す
。

伊
織
は
と
て
も
優
秀
な
人
物
で

あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

寛
永
9
（
1
6
3
2
）
年
に
、

豊ぶ

前ぜ
ん

小お

倉ぐ
ら

藩は
ん

（
現
在
の
北
九
州

市
）
に
身
を
移
し
た
後
も
、
伊

織
は
九
州
の
天
草
地
方
で
起
き

た
島
原
の
乱
に
侍
大
将
と
し
て

出
陣
す
る
な
ど
、
功
績
を
上
げ

て
い
き
、
筆
頭
家
老
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
伊
織
の
子
孫

は
代
々
小
倉
藩
の
筆
頭
家
老
と

な
り
、
藩
政
を
支
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
織
は
養
父
で
あ
る

武
蔵
の
生
い
立
ち
や
功
績
な
ど

の
史
料
を
後
世
に
多
く
残
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
北
九

州
市
の
手た

向む
け

山や
ま

に「
小
倉
碑ひ

文ぶ
ん

」

と
い
う
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
武

蔵
が
亡
く
な
っ
た
後
に
伊
織
が

建
て
た
こ
の
石
碑
に
は
、
武
蔵

の
生
い
立
ち
や
「
巌
流
島
の
戦

い
」、「
吉
岡
一
門
と
の
戦
い
」

な
ど
の
記
録
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
武
蔵
の
著
書
「
五
輪
書
」

と
と
も
に
「
小
倉
碑
文
」
は
、

武
蔵
の
こ
と
を
知
る
た
め
の
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

米
田
町
に
は
、
伊
織
の
生
家

と
い
わ
れ
る
田
原
家
屋
敷
跡
や

伊
織
が
再
建
し
た
と
い
わ
れ
る

米
田
天
神
社
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
伊
織
の
育
っ
た
地
を
散
策

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

剣
豪
武
蔵
の
養
子
・

　
　
　
　
　

小
笠
原
家
家
老　

宮み
や

本も
と

伊い

織お
り

た
か
さ
ご

た
か
さ
ご
偉
人
伝

偉
人
伝

宮本武蔵・伊織誕生の地碑

米田天神社

〜
高
砂
市
ゆ
か
り
の
人
物
を
知
る
〜

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
進

め
ま
す
Ố
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
Ố

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントなどが延期または中止になる場合があります。

ゆ
と
り
あ
る
学
校
生
活
の

　
　
　
　

た
め
に
ご
理
解
を

学
校
教
育
課

☎
4
4
3
・
9
0
5
4

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
は
ỏ

児
童
・
生
徒
の
ゆ
と
り
あ
る
生

活
ỏ心
身
の
リ
フ
レ
ỽ
シ
ỿ
ỏス

ポ
ồ
ツ
障
害
な
ど
の
防
止
ỏ
教

職
員
が
児
童
・
生
徒
と
向
き
合

う
時
間
の
確
保
の
た
め
ỏủ
教
職

員
の
勤
務
時
間
適
正
化
推
進
プ

ラ
ン
Ứ
に
基
づ
き
ỏ
県
内
全
域

で
ủ
ノ
ồ
部
活
デ
ồ
Ứ
や
ủ
教

職
員
定
時
退
勤
日
Ứ
を
設
定
し

て
い
ま
す
Ố
市
教
育
委
員
会
で

も
ỏ
平
日
に
週
1
日
以
上
と
休

日
に
月
2
日
以
上
の
ủ
ノ
ồ
部

活
デ
ồ
Ứや
週
1
回
以
上
のủ
教

職
員
定
時
退
勤
日
Ứ
の
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
Ố

　

児
童
・
生
徒
の
ゆ
と
り
あ
る

学
校
生
活
ỏ
実
り
あ
る
部
活
動

の
実
現
に
向
け
ỏ
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
教

職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
ỏ

児
童
・
生
徒
と
向
き
合
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▼ 1月16日㈯、青年の家と高砂海浜公園で行われまし
た。参加した子どもたちは、医療関係者に感謝をこめ
て青色のたこを揚げました。

放課後子ども教室
　　　　「あそびの城」

▼ 2月 3日㈬、高砂市役所で、東播磨 2市 2町（高砂市、
加古川市、稲美町、播磨町）とサントリー食品インター
ナショナル株式会社が、使用済みペットボトルを新たな
ペットボトルへ再生する事業の協定締結式を行いました。

「ボトルtoボトルリサイクル事業」に
　　　　　　　　関する協定締結式

高砂市の新型コロナワクチン接種
高砂市新型コロナワクチン接種担当

【接種の優先順位とスケジュール】

【ワクチンの接種回数・間隔・注意事項など】

新型コロナウイルス感染症
　　　　　拡大防止協力金の支給

兵庫県時短協力金コールセンター　
☎078－361－2501(平日 9時～17時)

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、営
業時間の短縮にご協力いただいた事業者に対し、 1日あ
たり 6 万円の協力金を支給します。
要請期間　第 1期　 1月14日㈭～ 2月 7日㈰
　　　　　第 2期　 2月 8日㈪～ 3月 7日㈰

対　象　次の要件をすべて満たすこと
◇食品衛生法の飲食店営業許可または喫茶店の営業許可を受
けている飲食店（酒類を提供する店に限定していません。)

◇通常20時以降も営業している店舗で、営業時間を 5時から
20時まで(酒類の提供は11時から19時まで)に短縮した店舗

優先
順位

1  4 月頃

未定
2

3

対　象 案内（予定)国の接種
想定時期

高齢者(昭和32年4月1
日以前に生まれた人)

 3 月中ごろにクー
ポン券を個別に送
付します。

◇高齢者以外で基礎疾
患を有する人
◇高齢者施設などに従
事している人

　ファイザー社のワクチン接種から始まります。同じワ
クチンを 3週間あけて 2回接種する必要があります。
※　アストラゼネカ社、武田／モデルナ社のワクチンの
使用開始時期は未定です。

対象となった人に
は、順次クーポン
券を送付します。

それ以外の人
(16歳以上)

※　必要書類、申請方法など
　詳しくは、兵庫県ホームペ
　ージをご覧ください。

※　詳しくは、首相官邸ワクチン
　特設ページをご覧ください。

　新型コロナワクチンの接種は、主に発症や重症化の予
防、さらには感染拡大防止が期待されています。
　高砂市では、 4月頃から接種を開始します。ワクチン
の量が限られているため、感染や重症化リスクの高い人
から順に接種をすることになっています。
　予防接種には、上記の効果がある一方、接種部の腫れ
や痛みなどの副反応が出ることもあり、どちらの理解も
大切です。接種は、受ける人が判断し、同意した場合に
限り行います。
接種場所　◇集団接種　市民病院、総合体育館
　　　　　◇個別接種　市内協力医療機関
※　入院中や基礎疾患のある人など、やむを得ない事情
による場合は、市外の病院で接種できます。詳しくは、
個別案内でお知らせします。

接種方法　クーポン券が届いたら、コールセンターに電
話または市公式アプリ「たかさごナビ」で予約の上、
接種してください。

※　ワクチン接種の予約や相談専用のコールセンター(☎
443－5556) を 3 月 8 日㈪に開設します。それまでは、
健康増進課 (☎443－3936) までお問い合わせください。

費　用　無料

※　持病がある人や妊婦中の人などは、あらかじめ主治医に
　接種すべきかどうか相談してください。

お
知
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せ
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報
け
い
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ば
ん

◇　
新
型
コ
ロ
ナ
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チ
ン
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染
症
拡
大
防
止
協
力
金
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　3　月の救急医
内科・外科・小児科・耳鼻咽喉科

電話番号医院名・住所科目とき

☎448ɻ 1313
山名クリニック
伊保崎南

内

　7　日

☎452ɻ 5811
平井内科クリニック
加古川市志方町上冨木

内

☎441ɻ 1557
島内科クリニック
加古川市平岡町山之上

内

☎448ɻ 1313
山名クリニック
伊保崎南

外

☎424ɻ 2514
小田整形外科医院
加古川市加古川町河原

外

☎448ɻ 1313
山名クリニック
伊保崎南

小

☎078ɻ
　928ɻ 3399

永本医院
明石市明南町1丁目

耳

☎444ɻ 0770
秋山内科医院
末広町

内

14日

☎457ɻ 5550
友藤内科医院
加古川市加古川町平野

内

☎447ɻ 0129
ササモト医院
伊保2丁目

外

☎492ɻ 0935
大西メディカルクリニック
稲美町国岡2丁目

外

☎454ɻ 7171
いとうこどもクリニック
加古川市平岡町山之上

小

☎440ɻ 3060
ふせ耳鼻咽喉科
荒井町東本町

耳

☎432ɻ 7100
矢野内科医院
米田町米田

内

20日

☎454ɻ 7002
岡内科クリニック
加古川市加古川町溝之口

内

☎457ɻ 0333
こだま医院
加古川市尾上町今福

内

☎442ɻ 2864
斉藤整形外科
荒井町中新町

外

☎492ɻ 1330
沼田クリニック
稲美町加古

外

☎457ɻ 0333
こだま医院
加古川市尾上町今福

小

☎078ɻ
　943ɻ 3387

金城耳鼻咽喉科クリニック
明石市二見町西二見駅前4丁目

耳

電話番号医院名・住所科目とき

☎447ɻ 0341
松本医院
伊保3丁目

内

21日

☎432ɻ 8556
森田医院
加古川市西神吉町岸

内

☎447ɻ 0100
高砂西部病院
中筋1丁目

外

☎430ɻ 2780
坂田整形外科リハビリテーション
加古川市平岡町中野

外

☎421ɻ 2168
いなだ小児科
加古川市尾上町池田

小

☎078ɻ
　942ɻ 1921

明石仁十病院
明石市魚住町清水

耳

☎433ɻ 3086
井上医院
加古川市西神吉町岸

内

28日

☎424ɻ 5255
山室診療所
加古川市野口町二屋

内

☎442ɻ 3981
市民病院
荒井町紙町

外

☎452ɻ 0549
笠井医院
加古川市志方町志方町

外

☎447ɻ 0100
高砂西部病院
中筋1丁目

小

☎078ɻ
　935ɻ 8733

きひら耳鼻咽喉科
明石市大久保町ゆりのき通

耳

診療時間
【内科・外科・小児科】9時～18時
【耳鼻咽喉科】◇高砂市・加古川市・稲美町・播磨町　9時～18時
　　　　　　　◇明石市　9時～17時
※　変更される場合がありますので、事前に各医療機関までお問
い合わせください。

※　詳しくは、新聞・高砂市医師会ホームページをご覧ください。

診療時間
【歯科】9時～12時（受付11時30分まで）
　　　　13時～17時（受付16時まで）
【眼科】9時～18時（受付8時30分～17時30分）
※　受付時間内に来院してください。

電話番号医院名・住所科目

☎431ɻ 6060
加古川歯科保健センター
加古川市米田町船頭5－1

歯

☎079ɻ
　298ɻ 0119

姫路市休日・夜間急病センター
姫路市西今宿 3丁目7－21

眼

歯科・眼科（日曜日・祝日・休日・年末年始）

診療時間
【内科】　21時～6時
【小児科】21時～24時

電話番号医院名・住所科目

☎431ɻ 8051
加古川夜間急病センター
加古川市米田町船頭5－1

内　小

内科・小児科（夜間）

3
月
の
健
診
・
相
談
・救急

医
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問合先ところと　き内　容健診・相談名

保健センター
☎443－3936文化保健センター　3　月25日 　10時～11時30分

※　受付9時30分～
妊産婦、1歳未満の乳児と保護者を対象にした相談
テーマ「事故予防」ひだまりサロン

子育て包括支援センター
☎443－3950文化保健センター　3　月23日 　9時45分～11時30分

※　受付9時30分～（要予約）
楽しくおしゃべり、仲間づくりができるサロン
テーマ「やってみよう『赤ちゃんのおふろ』」（定員 4組）

プレママサロン
（プレパパも参加可）

保健センター
☎443－3936市内実施医療機関対象者に個別通知しています。詳しくは、個別通知をご覧ください。

乳児保健相談

10カ月児健診

保健センター
☎443－3936文化保健センター　3　月5日 対象者に個別通知しています。 1歳 6カ月児健診

保健センター
☎443－3936文化保健センター　3　月12日 ・19日 対象者に個別通知しています。 3歳児健診

　3　月の相談
問合先ところと　き内　容相談名

市民活動推進課
☎443－9002

本庁舎2階
市民相談窓口（⑤番）月～金曜日　8時30分～12時、13時～17時市民の日常生活の諸問題に関する

相談市民相談

市民活動推進課
☎443－9002

本庁舎2階
市民相談窓口（⑤番）

　3　月5日 ・15日 ・25日 　13時～16時
※　当日8時30分～12時電話受付（定員8人）

法律的な解釈が必要な生活上の問
題についての相談法律相談

市民活動推進課
☎443－9002

本庁舎2階
市民相談窓口（⑤番）　3　月22日 　13時～15時国・県に対する要望、苦情などの

相談行政相談

市民活動推進課
☎443－9002

本庁舎2階
市民相談窓口（⑤番）　3　月10日 　13時～15時遺言書、契約書、許認可申請など

の書き方や相続手続きなどの相談行政書士相談

近畿税理士会加古川支部
☎421－1144加古川税理士会館　3　月16日 ・23日 ・30日 

13時30分～16時30分　※　要予約
税理士が税務の入り口をアドバイ
ス税務相談

国保医療課
☎443－9072

本庁舎1階
国保医療課（⑨番）　3　月11日 ・25日 　～19時国民健康保険料、後期高齢者医療

保険料の納付相談夜間納付相談

納税課
☎443－9018

本庁舎1階
納税課（②番）　3　月11日 ・25日 　～19時市県民税、固定資産税、軽自動車

税の納付相談夜間納付相談

消費生活センター
☎443－9078

本庁舎3階
消費生活センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時消費生活に関する相談消費生活相談

消費生活センター
☎443－9078

本庁舎3階
消費生活センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時消費者金融やクレジットなどの多

重債務に関する相談多重債務相談

青少年センター
☎443－6246

西庁舎4階
青少年センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時　非行、いじめ、虐待などの問題行

動に関する相談青少年相談

のびのび教室
☎490－4001教育センター月～金曜日　9時～16時

※　面談（要予約）は13時～16時
不登校問題などに関する相談
（小・中学生対象）教育相談

人権推進室
☎443－9060

15日 　みのり会館
25日 　中央公民館　3　月15日 ・25日 　13時～15時名誉、差別、私的制裁、嫌がらせ、

いじめなど人権に関わる相談人権相談

障がい・地域福祉課
☎443－9027ユーアイ帆っとセンター　3　月　8　日 　14時～16時県委嘱相談員による障がい者（児）

の日常生活における相談
こころのサポート相談
（精神障がい者相談）

生活支援相談窓口
☎441－7782

西庁舎1階
障がい・地域福祉課月～金曜日　9時～12時、13時～17時仕事や暮らしの困りごとに関する

相談生活支援相談

地域包括支援センター
☎443－3723ユーアイ帆っとセンター　3　月23日 　10時～、11時～、13時～、

　　　　　　14時～、15時～　※　各1人
対話形式の記憶力チェック
（市内在住の65歳以上の人）

認知症予防相談
（あたまの健康チェック）

男女共同参画センター
☎443－9134西庁舎4階　相談室月～金曜日　9時30分～12時、13時～17時

※　電話相談・面接相談（要予約）
女性が抱えるさまざまな問題につ
いての相談

女性のための
こころの相談

男女共同参画センター
☎443－9134西庁舎4階　相談室　3　月22日 　13時～16時

※　要予約（定員6人）
女性の弁護士による法律相談
（事前にこころの相談を受けた人）

女性のための
法律相談

あかしサポステ
☎078－915－0677生石研修センター　3　月　9　日 ・23日 　13時～15時50分15～49歳の人の仕事探しに関する

相談若者しごと相談

健康管理課
☎422－0002加古川健康福祉事務所　3　月17日 　9時30分～11時30分

※　要予約
管理栄養士による専門的な栄養相
談専門栄養相談

健康管理課
☎422－0002加古川健康福祉事務所　3　月　3　日 ・10日 　9時10分～10時

※　要予約
無料、匿名で行う血液検査
（一部有料）

エイズ・肝炎ウイルス
検査相談

地域保健課
☎422－0003加古川健康福祉事務所　3　月　8　日 ・22日 　13時～14時

※　要予約（　8　日はアルコール関連相談あり）精神科医師による個別相談こころのケア相談

　3　月の健診・相談

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、延期または中止になる場合があります。


